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Japanese Ethno-history of Kappa （the most popular 
mythical water monster）and the Shibues of the Hizen 

and Higo Domains as its Masters （Part 2）: From 
Kaharau to Kappa via Kahatarau

KOMMA Toru

Abstract

　　This paper, written as Part 2 of my earlier study “Japanese 
Ethno-history of Kappa （the most popular mythical water 
monster）and the Shibues of the Hizen and Higo Domains as its 
Masters （Part 1）: Prolegomena,” criticizes as fundamentally 
mistaken the authoritative research attitude—long and almost 
universally accepted by later scholars— that uncritically followed 
Yanagita Kunioʼs claim in his kappa-Komahiki that the earliest 
attestation of the kanji sequence 河童（Kappa） is found in the 
entry for 獺（Kawauso）, meaning otter, in Kagakushu.
　　Building on this critique, I re-examine the original manuscript 
of Kagakushu and consult a range of early sources including 
Setsuyoushu, Nippo-jisho （Vocablario da Lingoa de Iapam）, 
Yamato-honzoh, Nippon Sankai-meibutsu-zue, as well as archival 
materials such as Kenbunroku （a part of the Mohri‒Family 
Documents） preserved in the Yamaguchi Prefectural Archives. 
Through this investigation, I clarify the following points.
　　1．�In the relevant passage of Kagakushu, the word 河童 is 

glossed not as Kappa but as Kaharau.
　　2．�This reading cannot possibly represent the Edo dialect 

Kappa, which at that time belonged to the peripheral, still 
underdeveloped Kantoh region.
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　　3．�Nevertheless, in the late Tokugawa period, long after 
Kagakushu, the same kanji 河童（originally read Kaharau） 
came to be directly appropriated as the written 
representation of the Edo dialect word Kappa, with no 
regard for its earlier reading.

　　4．�In this way, a uniquely Japanese linguistic phenomenon—a 
“relational association” mediated through a kanji sequence
—arose between the two spoken forms Kaharau and 
Kappa.

　　5．�Consequently, the substantial temporal and spatial 
discontinuities that had originally separated the two terms 
suddenly collapsed, and the semantic contents of the two 
concepts began to intermingle.

　　6．�Furthermore, because Kappa was an Edo dialect term 
when Edo had grown into the overwhelming center of 
political and economic power, publishing （including Kusa-
zoushi and Ukiyo-e）, culture, and information circulation, 
the concept attached to the word Kappa spread swiftly 
and became widely generalized throughout the country by 
rapidly expanding new media such as Nishiki-e.
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河
童
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
肥
州
渋
江
氏
（
そ
の
２
） 

―
河カ

ハ
ラ
ウ童

か
ら
河カ

ハ
タ
ラ
ウ童

（
音
声
連
合
）
と
河カ

ッ
パ童

（
文
字
連
合
）
へ

小　

馬　
　
　

徹

は
じ
め
に

　

拙
論
の
皮
切
り
を
な
す
、
前
稿
「
河
童
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
肥
州
渋
江
氏
（
そ
の
1
）
―
方
法
序
説
」
で
は
、
石
田
英
一

郎
が
『
河
童
駒
考
』
を
著
わ
し
て
柳
田
国
男
の
『
河
童
駒
引
』
を
真
正
面
か
ら
批
判
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
、
我
が
国
の
（
広
義

の
）
人
類
学
史
上
稀
に
み
る
大
論
争
を
最
初
に
取
り
上
げ
、
遠
心
的
な
人
類
文
化
を
志
向
す
る
前
者
と
求
心
的
な
民
俗
文
化
を
志
向

す
る
後
者
と
に
見
ら
れ
る
、
研
究
姿
勢
の
著
し
い
対
照
性
に
焦
点
を
当
て
た
。
そ
し
て
、
従
来
、
基
本
的
に
柳
田
説
に
強
く
準
拠
し

て
き
た
河
童
研
究
の
在
り
方
全
般
が
孕
む
、
方
法
上
の
根
本
的
な
問
題
を
指
摘
し
た
。

　

そ
れ
と
共
に
、
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
は
、
従
来
民
俗
学
や
人
類
学
が
顧
み
な
か
っ
た
種
々
雑
多
な
文
献
資
料
を
も
積
極
的
に
活

か
し
て
行
う
、
民
族
史
の
研
究
だ
と
見
る
石
田
に
同
意
し
た
。
ま
た
、
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
の
「
大
伝
統
・
小
伝
統
」
理
論
を
拙
論

の
支
柱
に
据
え
る
と
言
明
し
、
さ
ら
に
、
石
田
と
柳
田
が
共
に
等
閑
視
し
た
現
地
参
与
調
査
が
是
非
と
も
必
要
な
こ
と
を
、
筆
者
の
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幼
少
年
期
の
経
験
に
基
く
具
体
例
を
挙
げ
て
訴
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
拙
論
の
中
核
を
成
す
の
は
、
柳
田
が
江
戸
言
葉
の
河カ

ッ
パ童

を
概
念
的
な
原
基
と
し
て
定
立
し
た
う
え
で
「
河
童
ニ
異
名

多
シ
」
と
断
じ
、
そ
の
視
角
か
ら
河
童
論
を
全
面
展
開
し
た
こ
と
に
対
す
る
根
本
的
な
批
判
と
、
柳
田
説
の
実
証
的
な
乗
り
越
え
の

試
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
各
地
の
諸
々
の
水
魅
・
水
妖
観
の
多
彩
な
原
点
に
一
旦
立
ち
返
り
、
徹
底
し
た
現
地
調
査
を
実
施
し

た
う
え
で
再
考
・
再
論
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
主
張
し
た
―
第
一
章
「『
河
童
の
人
類
学
』
再
考
」。

　

次
い
で
、
小
澤
葉
菜
が
錦
絵
を
土
台
に
河
童
の
図
像
の
変
遷
を
丹
念
に
辿
っ
て
、
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
淵
源
が
西
日
本
で
は

猿
、
他
方
江
戸
で
は
亀
・
蛙
と
、
日
本
の
東
西
で
元
来
別
々
だ
っ
た
と
推
定
し
た
論
考
を
解
題
し
て
、
そ
の
見
解
を
基
本
的
に
支
持

し
た
―
第
二
章
「
本
草
学
的
河
童
論
再
考
」。

　

ま
た
同
じ
章
の
後
半
で
は
、
中
世
の
古
辞
書
『
下
学
集
』（
一
四
四
四
年
成
立
）
が
カ
ッ
パ
の
漢
字
表
記
で
あ
る
「
河
童
」
の
初

出
例
だ
と
す
る
柳
田
の
見
解
を
後
進
の
誰
も
が
鵜
呑
み
に
し
て
疑
わ
ず
、
そ
れ
に
基
づ
く
河
童
論
を
展
開
し
て
き
た
権
威
主
義
的
な

趨
勢
に
強
く
異
を
唱
え
た
。
さ
ら
に
、
拙
論
の
論
拠
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
が
公
開
し
て
い
る
『
下
学
集
』
の
写
本
に
当
た
り

直
す
と
共
に
、
国
語
学
・
日
本
語
学
の
成
果
に
も
学
び
つ
つ
、
柳
田
の
行
論
の
誤
謬
を
原
理
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
①
先
ず
、『
下
学
集
』
の
「
獺
」
の
項
の
割
注
（
語
釈
）
に
出
る
「
河
童
」
と
い
う
「
漢
字
列
」
に
は
、「
カ
ッ
パ
」

で
は
な
く
「
カ
ハ
ラ
ウ
」
と
振
り
仮
名
が
歴
然
と
施
さ
れ
て
お
り
、
②
そ
れ
は
、
当
時
は
ま
だ
全
く
の
草
莽
の
地
だ
っ
た
江
戸
の
方

言
、「
カ
ッ
パ
」
を
文
字
化
し
た
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
得
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
③
『
下
学
集
』
に
出
る
そ
の
漢
字
列

「
河

（
カ
ハ
ラ
ウ
）

童
」
が
、
時
代
が
大
き
く
下
が
る
徳
川
時
代
後
期
に

―
「
カ
ハ
ラ
ウ
」
と
い
う
本
来
の
読
み
を
完
全
に
度
外
視
し
た
形
で

―
「
カ
ッ
パ
」
と
い
う
江
戸
方
言
（
口
語
）
の
文
字
化
に
も
そ
の
ま
ま
援
用
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
④
こ
う
し
て
日
本
語
の
極
め
て
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ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
で
あ
る
、
同
一
の
漢
字
列
を
介
し
た
複
数
の
語
の
「
連
合
関
係
」
が
「
カ
ハ
ラ
ウ
」
と
「
カ
ッ
パ
」
と
い
う
別
々

の
両
口
語
の
間
に
生
じ
、
⑤
両
者
間
に
厳
然
と
存
在
し
て
い
た
極
め
て
大
き
な
時
空
の
断
絶
が
一
挙
に
発
散
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、

両
概
念
の
内
包
が
速
や
か
に
混
淆
し
始
め
た
。
そ
し
て
、
⑥
政
治
経
済
の
み
な
ら
ず
、
草
双
紙
や
浮
世
絵
の
出
版
等
、
文
化
と
情

報
・
流
通
（com

m
unication

）
に
関
し
て
も
圧
倒
的
な
中
枢
に
ま
で
成
長
し
て
い
た
徳
川
時
代
後
期
の
江
戸
の
「
河カ

ッ
パ童

」
概
念
が
、

錦
絵
等
の
勃
興
著
し
い
新
た
な
媒メ

デ
ィ
ア体

を
通
じ
て
全
国
に
速
や
か
に
波
及
し
て
一
般
化
し
た
、
と
い
う
一
連
の
眺
望
を
略
々
示
し
て
お

い
た
。

　

た
だ
し
前
稿
で
は
、『
下
学
集
』
の
「
獺
」
の
項
を
肝
腎
要
の
論
拠
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
影
印
を
実
際
に
示
し
て
詳
し
く
検
討

す
る
余
裕
を
欠
き
、
聊
か
舌
足
ら
ず
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
続
編
と
な
る
本
稿
で
は
、
漢
字
列
「
河
童
」

の
（
現
認
さ
れ
て
い
る
限
り
の
）
初
出
例
で
あ
る
『
下
学
集
』
の
獺
の
項
全
体
の
影
印
を
再
吟
味
し
、
そ
れ
を
新
た
な
出
発
点
と
し

て
、「
河
童
」
の
主
た
る
読
み
が
「
カ
ハ
ラ
ウ
⇨
カ
ハ
タ
ラ
ウ
⇨
カ
ッ
パ
」
と
遷
移
し
て
ゆ
く
歴
史
的
な
道
筋
を
、
日
本
語
の
文
字

化
の
歴
史
過
程
の
考
察
を
大
き
く
加
味
し
な
が
ら
考
察
し
て
、
あ
ら
た
め
て
河
童
論
の
新
た
な
頁
を
開
い
て
み
た
い
。

一
、『
下
学
集
』
の
「
河
童
」

　

正
確
を
期
せ
ば
、『
下
学
集
』
に
も
「
河
童
」
の
語
そ
れ
自
体
が
直
に
立
項
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
は
、
そ
の
巻

之
上
、
気
形
門
第
八
の
内
の
一
項
目
で
あ
る
「
獺
」
の
語
釈
と
な
る
ご
く
短
い
二
行
の
割
注
の
文
言
中
に
、「
河
童
」
と
い
う
漢
字

列
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
「
童
」
に
は
「
ハ
ラ
ウ
」
と
振
り
片
仮
名
が
（
い
わ
ば
ル
ビ
状
に
）
施
さ
れ
、
同
語
全
体



図 1　 『下学集』の「獺」の項を含む頁―国立国会
図書館デジタルコレクション
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は
「
河
童ハ

ラ
ウ

」
の
形
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
本
来
な
ら
、「
河カ

ハ
ラ
ウ童

」
の
形
を
採
る
べ
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
河

童ハ
ラ
ウ

」
と
い
う
当
該
の
表
記
も
ま
た
、「
カ
ハ
ラ
ウ
」
と
読
ま
せ
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
一
工
夫
だ
っ
た
と
判
断
し
て
誤
ら
な
い
。

1
．
河
童
は
「
カ
ハ
ラ
ウ
」
か
「
カ
ッ
パ
」
か
？

　
『
下
学
集
』
の
筆
記
形
式
と
内
容
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
は
、
無
論
、「
獺
」
の
項
と
そ
の
近
傍
の
諸
項
目
全
体
の
布

置
を
先
ず
俯
瞰
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
国
立
国
会
図
書
館
が
「
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
一
環
と
し
て
公
開

し
て
い
る
、『
下
学
集
』
の
写
本
（
室
町
時
代
末
期
、
東
麓
破
衲
写
）
の
「
獺
」
の
項
が
載
る
頁
全
体
の
影
印
（
図
1
）
を
最
初
に

丸
ご
と
掲
げ
る
。

　

次
い
で
、
そ
の
細
部
の
正
確
な
判
読
の
た
め
に
、「
獺
」
の
項
だ
け
を
抜
き
出
し
て
拡
大
し
た
影
印
（
図
2
）
を
示
し
、
さ
ら
に

そ
の
影
印
の
文
字
配
置
を
保
っ
た
形
式
で
の
釈
文
（
図
3
）
を
添
え
る
。

図 2　 図 1中の「獺」の項
（拡大）

図 3　図 2の釈文

　

こ
れ
ら
二
つ
の
影
印
（
図
1
・
図
2
）
を
見
る
と
、
ま
さ
し
く
先
述
の
通
り
、
大
書
さ
れ
た
「
獺
」
と
い
う
漢
字
（
見
出
し
語
）



82

に
は
「
カ
ワ
ウ
ソ
」
と
片
仮
名
が
振
ら
れ
、
他
方
、
各
々
僅
か
三
つ
の
漢
字
か
ら
な
る
ご
く
短
い
二
行
の
割
注
の
形
で
、「
獺
」
の

語
釈
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
そ
の
割
注
に
用
い
ら
れ
た
全
六
文
字
の
漢
字
の
内
の
二
つ
、
す
な
わ
ち
「
而
」
と
「
童
」
に
は
右
脇
に
片
仮
名
が
振
ら
れ
、

さ
ら
に
返
り
点
「
二
」
が
「
成
」
の
、
ま
た
「
一
」
が
「
童
」
の
左
脇
下
に
各
々
配
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、「
童
」
に
振
ら
れ
た
長
い

「
振
り
文
字
列
」
と
で
も
言
う
べ
き
「
ハ
ラ
ウ
ト
云
」
の
部
分
の
末
尾
に
当
た
る
「
ト
云
」
は
、
本
来
な
ら
「
ハ
ラ
ウ
」
に
直
接
続

け
ず
に
、
割
注
（
語
釈
）
の
本
文
に
組
み
入
れ
て
「
河
童ハ

ラ
ウ

ト
云
」
と
す
る
べ
き
だ
っ
た
ろ
う

―
も
っ
と
も
、
当
時
、
仮
名
交
じ

り
漢
文
体
の
記
述
形
式
は
ま
だ
よ
く
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
無
い
も
の
ね
だ
り
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
て
、
や
や
乱
雑
と
も
言
え
る
、
不
規
則
で
不
統
一
な
構
成
な
が
ら
も
、
割
注
部
分
全
体
を
「
老
而テ

成
二
河
童

ハ
ラ
ウ
ト
云一

者
」
と

判
読
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
返
り
点
「
一
」
が
「
童
」
の
左
脇
下
に
付
さ
れ
た
こ
の
状
態
で
は
、
ま
だ
意
味
の
通
っ
た
全
う
な
文
た

り
え
な
い
と
い
う
、
聊
か
厄
介
な
問
題
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
隘
路
を
脱
す
る
方
途
は
、
二
つ
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
「
童
」
に
付
さ
れ
た
ル
ビ
列
に
「
云
」
を
加
え
な
い
の
が
原
典

の
素
意
だ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、「
老
イ
テ
河
童
ニ
ナ
ル
者
」
と
い
う
、
そ
れ
な
り
に
筋
の
通
っ
た
語
句
を
得
ら
れ
る
。
一
方
、

「
一
」
を
本
来
「
者
」
の
左
脇
下
に
置
く
の
が
素
意
だ
っ
た
と
見
れ
ば
、「
老
イ
テ
河
童
ト
イ
ウ
者
ニ
成
ル
」
と
い
う
別
の
一
文
を
得

る
。
た
だ
し
、
飽
く
ま
で
も
原
文
に
何
処
ま
で
も
忠
実
に
即
す
べ
し
と
い
う
、
文
献
史
学
の
基
本
原
則
を
墨
守
す
る
限
り
は
、
そ
の

い
ず
れ
を
も
軽
々
に
容
認
で
き
ま
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
古
辞
書
で
あ
る
『
下
学
集
』
が
編
ま
れ
た
所
期
の
目
的
を
最
重
視
し
、
意
味
の
通
る
首
尾
一
貫
し
た
文
へ
と
こ

の
箇
所
を
再
建
す
る
の
が
よ
り
健
全
な
判
断
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
辞
書
と
は
、
実
際
、
日
常
の
用
に
適
っ
て
初
め
て
存
在
意
義
が
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認
め
ら
れ
る
、
実
用
の
具
に
他
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

　

そ
こ
で
、
本
来
は
「
者
」
の
左
脇
下
に
配
す
べ
き
返
り
点
「
一
」
が
何
故
か
誤
っ
て
「
童
」
の
左
脇
下
に
付
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

解
し
て
、
先
の
二
案
の
内
で
も
後
者
を
採
る
の
が
、
恐
ら
く
最
適
解
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
老
而テ

成
二
河
童

ハ
ラ
ウ
ト
云

者
一
」
と
筆
写

し
よ
う
と
し
た
東
麓
破
納
が
、
偶
々
不
幸
に
も
返
り
点
を
打
つ
べ
き
位
置
を
誤
認
し
、
そ
の
ま
ま
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
と
見
て
お

き
た
い
。

　

以
上
の
筋
道
に
沿
っ
て
影
印
を
再
構
築
す
れ
ば
、「
獺　

老
而テ

河
童

ハ
ラ
ウ
ト
云

者
成
」
と
、
無
理
の
無
い
滑
ら
か
な
一
文
が
得
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
う
し
て
当
該
の
項
目
全
体
を
「
獺　

老
（
イ
）
テ
河カ

ハ
ラ
ウ
ト
云
フ
者
ニ
成
ル
」
と
和
文
に
読
み
下
す
の
が
、
最
も
妥

当
な
方
策
だ
と
結
論
を
下
せ
る
。

　

今
こ
こ
で
、
こ
の
最
終
的
な
見
解
が
成
り
立
つ
傍
証
と
し
て
挙
げ
た
い
の
が
、『
下
学
集
』（
一
四
四
四
年
成
立
）
に
や
や
遅
れ
る

文
明
年
間
（
一
四
六
九
－
八
七
年
）
以
前
に
、
且
つ
『
下
学
集
』
に
直
に
範
を
求
め
て
編
ま
れ
た
後
継
の
古
辞
書
、『
節
用
集
』
の

「
獺

カ
ワ
ウ
ソ

」
の
項
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
－
九
二
年
）
末
の
写
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
善
本
、『
節
用
集
』

黒ク
ロ
モ
ト
ボ
ン

本
本
を
用
い
る
。『
節
用
集
』
黒
本
本
で
は
、「
賀
」（
か
）
の
部
の
「
畜
類
」
門
に
「
獺

カ
ワ
ウ
ソ

」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
文

の
表
記
の
構
成
形
態
に
忠
実
に
即
し
て
作
成
し
た
釈
文
は
、
図
4
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
「
獺

カ
ワ
ウ
ソ

老
成
二

河カ
ワ
ラ
ウ
ト童

一
」
と
一
行
に
書
き
改
め
、「
獺

カ
ワ
ウ
ソ

老
イ
テ
河カ

ワ
ラ
ウ童

ト
成
ル
」
と
読
み
下
す
こ
と
が
出
来
る
。
思
う
に
、

『
節
用
集
』（
黒
本
本
）
は
、『
下
学
集
』
を
種
本
と
し
た
際
に
、
右
で
詳
し
く
論
じ
た
「
獺

カ
ワ
ウ
ソ

」
の
項
の
返
り
点
「
一
」
の
不
可
解

な
位
置
取
り
と
い
う
謎
に
直
面
し
、
恐
ら
く
、
や
は
り
実
用
性
を
重
ん
じ
て
こ
の
形
で
折
り
合
い
を
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
ご
く
穏

当
で
実
用
主
義
的
な
判
断
と
言
え
よ
う
。
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な
お
、『
下
学
集
』
で
は
、
語
釈
中
の
漢
字
「
河
」
の
第
二
音
の
読
み
と
し
て
、
カ
ワ
ウ
ソ
に
は
片
仮
名
「（
カ
）
ワ
」
を
、
カ
ハ

ラ
ウ
に
は
「（
カ
）
ハ
」
を
充
て
て
お
り
、「
ハ
」
と
「
ワ
」
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、『
節
用
集
』（
黒
本
本
）
は
、
カ
ワ
ウ

ソ
、
な
ら
び
に
カ
ワ
ロ
ウ
と
表
記
し
、
ど
ち
ら
ら
も
「（
カ
）
ワ
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
点
に
徴
し
て
も
、
概
し
て
後
者

の
方
が
精
確
な
編
集
を
し
て
い
る
こ
と
が
端
的
に
窺
え
よ
う
。

　

た
だ
し
一
層
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
両
古
辞
書
間
で
、
獺
が
老
い
て
成
る
者
が
「
カ
ハ
ラ
ウ
ト
云
者
」
か
ら
「
カ
ワ
ロ
ウ
」
へ
と

推
移
し
て
い
る
事
実
の
方
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、『
節
用
集
』
が
「
ト
云
者
」
を
割
愛
し
た
の
は
、
読
み
の
整
合
性
を
求
め
て
の
み

な
ら
ず
、
当
時
は
も
う
「
ト
云
者
」
と
い
う
表
現
が
、
恐
ら
く
既
に
冗
長
に
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
要
す
る
に
、

『
下
学
集
』
が
成
っ
た
時
代
に
は
ま
だ
十
分
に
一
般
に
広
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
カ
ハ
ラ
ウ
（
カ
ワ
ロ
ウ
）
と
い
う
語
の
認
知
が
、

四
半
世
紀
程
の
比
較
的
短
期
間
の
内
に
、「
ト
云
者
」
の
修
辞
が
も
う
不
要
な
ほ
ど
広
く
巷
間
に
浸
透
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
も
、
そ
の
普
及
に
大
き
く
資
し
た
の
が
、『
下
学
集
』
の
流
布
だ
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
そ
う
だ
。

　

今
こ
こ
で
強
く
想
起
さ
れ
る
の
が
、
徳
川
時
代
中
期
の
尾
張
国
の
多
才
な
国
学
者
で
あ
る
、
山
本
格
安
が
自
著
『
続
和
言
黔
驢
編

図 4　 『節用集』（黒本本）
「獺」の項の釈文

187



河童のエスノヒストリーと肥州渋江氏（その 2）85

抄
』
に
於
い
て
、
中
国
の
神
話
的
な
水
妖
で
あ
り
、『
本
草
綱
目
』
に
も
出
る
「
封ホ

ウ

」
に
つ
い
て
、
こ
う
書
い
て
い
る
こ
と
だ
。「
分

類
故
事
要
略
云
封
ハ
、
小
児
ノ
形
ノ
如
ク
ナ
ル
モ
ノ
ト
ア
レ
ハ
、
カ
ワ
ラ
ウ
ノ
類
ニ
ヤ
。
関
東
ノ
人
ハ
カ
ハ
ツ
ハ
ト
云
之
」（
句
読

点
と
傍
線
は
小
馬
）。
そ
の
文
意
は
、「（
盤
案
編
の
）『
分
類
故
事
要
略
』
に
よ
れ
ば
、
封
は
人
の
子
供
の
よ
う
な
姿
形
だ
と
言
う
か

ら
、「
カ
ワ
ラ
ウ
（
カ
ハ
ラ
ウ
）」
の
仲
間
だ
ろ
う
か
。
関
東
で
は
封
の
ご
と
き
者
を
カ
ハ
ツ
ハ
（
カ
ッ
パ
）
と
呼
ぶ
」
と
な
ろ
う
か
。

　

先
ず
、「
カ
ワ
ラ
ウ
ノ
類
ニ
ヤ
」
と
あ
る
か
ら
、「
カ
ハ
ラ
ウ
（
カ
ワ
ラ
ウ
）」
の
語
は
、
恐
ら
く
、
当
時
比
較
の
基
準
と
す
る
に

足
る
ほ
ど
一
般
性
の
あ
る
語
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
「
封
」
を
介
し
て
西
日
本
の
「
カ
ワ
ラ
ウ
」
と
関
東
の
「
カ

ハ
ツ
ハ
」
の
両
語
が
並
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
著
者
が
日
本
の
そ
の
両
水
妖
を
類
似
す
る
者
と
見
て
い
た
か
ど
う
か
を
、
直
接
に

は
明
確
に
窺
い
知
れ
な
い
。
文
明
的
に
上
位
の
「
封
」、
或
い
は
抽
象
度
が
上
位
の
「
水
妖
」
と
い
う
概
念
を
ピ
ボ
ッ
ト
と
し
て
用

い
、
恐
ら
く
偶
々
西
国
の
「
カ
ワ
ラ
ウ
」
と
関
東
の
「
カ
ハ
ツ
ハ
」
が
間
接
的
に
紐
付
け
ら
れ
た
の
だ
と
解
さ
れ
る
。
も
し
中
華
文

化
圏
を
想
定
す
れ
ば
、「
カ
ワ
ラ
ウ
」
を
「
封
」
の
方
言
（
方
名
）
に
見
立
て
得
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
こ
の
記
事
が
、
柳
田
が
そ

う
し
た
如
く
「
カ
ワ
ラ
ウ
」
を
「
カ
ハ
ツ
ハ
」（
カ
ッ
パ
）
の
「
方
言
」
扱
い
に
は
全
く
し
て
い
な
い

―
む
し
ろ
、
そ
の
逆
の
想

定
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
も
解
し
得
る
―
こ
と
に
強
く
注
意
を
促
し
た
い
。

　

も
し
以
上
の
私
見
が
妥
当
な
ら
、
こ
こ
で
も
、
次
の
こ
と
が
再
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、『
下
学
集
』
の
「
獺
」
の
項
に
於
い

て
漢
字
列
「
河
童
」
で
表
さ
れ
て
い
る
、「
カ
ハ
ラ
ウ
」
と
い
う
西
国
の
口
語
は

―
や
が
て
江
戸
時
代
後
期
に
同
じ
漢
字
列
「
河

童
」
で
文
字
化
さ
れ
る
―
江
戸
（
関
東
）
方
言
の
「
カ
ッ
パ
」
と
い
う
口
語
と
は
、
読
み
（
音
声
）
が
ほ
と
ん
ど
重
合
し
な
い
ば

か
り
か
、
意
味
内
容
の
齟
齬
も
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
元
来
両
語
の
間
に
は
、（
少
く
と
も
直
接
的
な
）
系
統
関
係
が
不
在
だ
っ
た

と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
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2
．
日
本
語
の
漢
字
に
よ
る
文
字
化
と
い
う
歴
史
事
実

　

要
す
る
に
、
徳
川
時
代
後
期
の
江
戸
で
河
童
と
い
う
漢
字
列
が
常
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
に
三
百
年
余
り
も
先
ん
じ
て
成
立
し

た
『
下
学
集
』
は
、
徳
川
時
代
後
期
の
関
東
で
の
い
か
な
る
事
情
に
も
影
響
さ
れ
る
道
理
が
無
論
ど
こ
に
も
無
く
、
そ
れ
ゆ
え
、

「
カ
ッ
パ
」
の
語
が
「
河
童
」
と
い
う
漢
字
列
で
文
字
化
さ
れ
た
最
古
の
事
例
を
『
下
学
集
』（
の
「
河
童ハ

ラ
ウ

」）
に
求
め
た
柳
田
の
説

（『
河
童
駒
引
』）
は
強
弁
で
あ
っ
て
、
全
く
的
外
れ
だ
と
言
え
る
。
こ
の
至
っ
て
平
明
な
事
実
を
、
以
上
の
仔
細
な
吟
味
が
浮
き
彫

り
に
し
た
。

　

そ
こ
で
、
議
論
の
先
取
り
に
も
な
る
愚
を
敢
え
て
省
み
ず
、
以
上
の
認
識
を
基
に
し
て
、
カ
ッ
パ
と
い
う
江
戸
の
口
語
が
漢
字
列

「
河
童
」
に
よ
っ
て
（
後
に
）
文
字
化
さ
れ
る
に
至
る
経
緯
を
、
以
下
に
、
次
の
ご
と
く
推
理
し
て
み
た
い
。

　
『
下
学
集
』
や
『
節
用
集
』
に
出
る
「
河
童
」
と
い
う
漢
字
列
を
、
大
き
く
時
代
が
下
が
っ
た
徳
川
時
代
後
半
の
（
江
戸
の
）
文

人
た
ち
が
往
々
目
に
す
る
機
会
が
徐
々
に
増
え
て
行
き
、
そ
の
漢
字
列
が
江
戸
・
関
東
方
言
（
口
語
）
の
「
カ
ッ
パ
」
の
文
字
化
に

も
最
適
だ
と
す
る
霊
感
を
集
合
的
に
徐
々
に
育
ん
で
行
っ
た
。
そ
の
「
カ
ッ
パ
」
と
は
、「
カ
ハ
ワ
ラ
ワ
」
や
「
カ
ハ
ワ
ッ
パ
」
と

い
う
、「
川
の
童
（
子
）」
を
意
味
す
る
関
東
方
言
独
特
の
訛
音
だ
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
語
義
が
、
や
が
て
『
下
学
集
』
に
出
る

「
河
童ハ

ラ
ウ

」
へ
と
時
間
を
大
き
く
遡
っ
て
折
り
返
さ
れ
て
重
ね
合
わ
さ
れ
た
結
果
、
図
ら
ず
も
「
河カ

ッ
パ童

」
と
「
河カ

ハ
ラ
ウ童

」
両
語
間
に
同
一

の
漢
字
列
に
よ
る
「
連
合
関
係
」
が
生
じ
、
そ
れ
を
機
に
両
語
の
内
包
が
自
ず
と
混
淆
し
、
内
包
す
る
概
念
上
の
差
異
を
乗
り
越
え

て
融
合
を
見
た
。

　

た
だ
し
、
仮
令
そ
う
で
は
あ
れ
、
同
一
の
文
字
列
「
河
童
」
を
偶
々
共
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
両
語
間
に
は
実
に
巨
大
な
時
空
の

185
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乖
離
と
断
絶
が
厳
然
と
あ
っ
た
と
い
う
、
歴
史
的
（
不
可
逆
的
）
で
客
観
的
な
事
実
を
決
し
て
等
閑
視
で
き
な
い
。
何
し
ろ
、
水
妖

と
し
て
の
「
カ
ハ
ラ
ウ
」
と
「
カ
ッ
パ
」
の
容
態
も
そ
の
背
景
も
、
元
々
大
き
く
異
な
り
、
隔
た
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
。
端
的
に
言

え
ば
、
前
者
は
―
追
っ
て
詳
し
く
再
検
討
を
加
え
る
よ
う
に
―
獺
・
猿
を
モ
デ
ル
に
、
他
方
後
者
は
、
亀
・
鼈
と
蛙
を
主
た
る

モ
デ
ル
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
両
者
を
一
気
に
近
づ
け
て
収
斂
さ
せ
、
融
合
さ
せ
た
力
と
は
、
江
戸
の
経
済

的
・
政
治
的
優
越
と
い
う
言
語
外
現
実
で
あ
る
以
上
に
、
実
は
何
と
言
っ
て
も
、「
河
童
」
と
い
う
漢
字
列
の
内
部
で
形
成
さ
れ
た

言
語
内
現
実
と
し
て
の
「
連
合
関
係
」
だ
っ
た
と
見
る
の
が
肝
腎
で
あ
り
、
ま
た
至
当
な
の
で
あ
る
。

　
「
河カ

ハ
ラ
ウ童

」
と
「
河カ

ッ
パ童

」
両
概
念
の
そ
の
よ
う
な
混
淆
は
、
漢
字
（
す
な
わ
ち
、
中
国
語
の
表
語
文
字
［logogram

］）
を
日
本
語

が
表
意
文
字
（ideogram

）
と
し
て
受
容
し
た

―
或
い
は
、
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

―
と
い
う
、
日
本
語
形
成
史
上
の
固
有

な
事
情
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
き
わ
め
て
独
特
の
「
ず
れ
」
を
伴
う
興
味
深
い
言
語
現
象
の
一
典
型
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
点
へ
の

体
系
的
な
着
目
に
基
づ
く
再
考
に
、
河
童
論
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
可
能
性
を
強
く
見
出
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
『
下
学
集
』
の
「
獺
」
の
項
に
も
う
一
度
立
ち
戻
る
と
、「
獺
が
歳
を
と
る
と
カ
ハ
ラ
ウ
（
カ
ワ
ロ
ウ
）
に
成
る

（
化
け
る
）」
と
い
う
そ
の
釈
義
が
、『
下
学
集
』
成
立
時
に
於
け
る
カ
ハ
ラ
ウ
と
獺
と
の
間
の
密
接
不
離
な
連
想
関
係
を
正
確
に
映

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
他
方
江
戸
の
カ
ッ
パ
は
、
亀
・
鼈
・
蛙
を
複
合
的
に
モ
デ
ル
に
し
て
い
て
、
元
来
、
獺
（
や
猿
〔
次

節
参
照
〕）
と
は
無
縁
だ
っ
た
の
だ
。
や
は
り
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
乖
離
の
一
事
を
以
っ
て
し
て
も
、「
河
童
ニ
方
言
多
シ
」
と
い

う
柳
田
の
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
逆
立
し
た
発
想
は
、
行
き
場
を
失
う
し
か
あ
る
ま
い
。
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二
、『
日
葡
辞
書
』
のCauarŏ

とYencŏ
　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
詳
細
に
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、『
下
学
集
』
に
も
、
ま
た
そ
の
後
継
の
古
辞
書
で
あ
る
『
節
用
集
』
に
も
、「
河

童
」（
カ
ハ
ラ
ウ
、
カ
ワ
ラ
ウ
）
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
か
ら
さ
ら
に
百
数
十
年
ほ
ど
後
に
世
に
出
、
し
か

も
我
が
国
最
初
の
活
版
印
刷
本
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
」
の
一
つ
、『
日
葡
辞
書
』（
長
崎
書
林
、
一
六
〇
三
年
、
原

題V
ocabvlario da Lingoa de Iapam

）
が
、
幸
い
に
もCauarŏ

（
カ
ハ
ラ
ゥ
）
を
直
接
立
項
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

1
．Cauarŏ

―
初
め
て
辞
書
で
立
項
さ
れ
た
カ
ハ
ラ
ゥ
（
カ
ワ
ロ
ウ
）

　

要
す
る
に
、
戦
国
時
代
末
の
西
日
本
の
カ
ハ
ラ
ウ
（
カ
ワ
ロ
ウ
）
と
い
う
一
語
は
、
漢
字
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の

布
教
に
訪
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
手
に
よ
っ
て
ラ
テ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
、
よ
り
積
極
的
に
文
字
化
さ
れ
た
。
し
か
も
そ
れ
が
、

日
本
で
編
ま
れ
た
何
ら
か
の
辞
書
類
の
見
出
し
語
と
し
て
カ
ハ
ラ
ウ
が
（
カ
ハ
ラ
ゥ
と
し
て
）
採
用
さ
れ
た
初
例
と
も
な
っ
た
の
だ
。

こ
の
事
実
は
、
仮
り
に
ご
く
些
細
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
異
文
化
間
の
接
触
が
も
た
ら
し
た
新
鮮
で
創
発
的
な
歴
史
展
開
の
見
過
ご

せ
な
い
一
事
例
と
し
て
、
実
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　

さ
て
、
日
本
の
古
辞
書
類
と
は
全
く
次
元
を
異
に
し
て
、
実
に
用
意
周
到
に
編
ま
れ
た
、
精
密
で
大
規
模
な
『
日
葡
辞
書
』
の

Cauarŏ

（
カ
ハ
ラ
ゥ
）
の
項
で
は
、Cauarŏ

は
猿
に
似
た
獣
で
川
の
中
に
棲
み
、
人
と
よ
く
似
た
手
足
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
釈
義
は
、『
下
学
集
』
と
『
節
用
集
』
が
共
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
、
カ
ハ
ラ
ウ
の
形
姿
や
生
態
を
知
る
う
え
で
、
極
め
て
意
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義
深
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
次
に
、『
日
葡
辞
書
』
を
『
下
学
集
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
一
体
何
が
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
重
要
な
一
例

と
し
て
、『
日
葡
辞
書
』
中
の
「Cauarŏ

」
の
釈
義
、「
猿
に
似
た
獣
で
あ
り
、
川
の
中
に
棲
み
、
人
と
よ
く
似
た
手
足
を
持
っ
て

い
る
」
に
極
め
て
よ
く
通
じ
る
、「
エ
ン
コ
」（
ま
た
は
「
エ
ン
コ
ウ
」）
と
い
う
妖
獣
が
、
古
来
西
日
本
で
広
範
に
知
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

実
は
、『
日
葡
辞
書
』
は
「Y

enc

（
（
（ŏ

」（
エ
ン
コ
ウ
）
を
「Cauarŏ

」
と
は
別
に
立
項
し
て
、
猿
（Saru

）
の
一
種
で
、
何
か
を

取
る
と
き
に
は
腕
や
手
を
長
く
延
ば
す
と
の
語
釈
を
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
釈
義
に
は
、（
奈
良
猿
沢
池
）
伝
説
の
、
水
面

の
月
を
取
ろ
う
と
す
る
猿エ

ン

猴コ
ウ

（
手
長
猿
）
の
神
話
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
中
国
か

ら
も
た
ら
さ
れ
、
日
本
で
も
中
世
期
以
来
名
高
く
、
し
ば
し
ば
画
題
と
も
な
っ
て
来
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、『
日
葡
辞
書
』
は
、「Caua uso

」（
カ
ワ
ウ
ソ
〔
川
獺
〕）
と
「V

so

」、
つ
ま
り
獺ウ

ソ

も
立
項
し
て
お
り
、「lõtra

」

（
ユ
ー
ラ
シ
ア
カ
ワ
ウ
ソ
）
ま
た
は
猫
の
よ
う
な
水
棲
動
物
の
一
種
だ
と
い
う
語
釈
を
そ
の
両
項
目
で
採
用
し
て
い
る
。

2
．『
水
虎
考
略
』
の
エ
ン
コ
・
エ
ン
コ
ウ

　

と
こ
ろ
で
、
エ
ン
コ
・
エ
ン
コ
ウ
は
、
一
般
に
「
猿
猴
」
と
い
う
漢
字
列
で
文
字
化
さ
れ
て
い
る
。『
日
葡
辞
書
』
も
「yencŏ

」

の
語
釈
の
冒
頭
に
「Saru saru

」
と
記
す
。
そ
れ
に
は
、
恐
ら
く
「
猿サ

ル

猴サ
ル

」
の
含
意
が
あ
り
、
猿エ

ン
コ
ウ猴

と
い
う
漢
字
列
表
記
と
、
そ

れ
に
ま
つ
わ
る
猿
沢
池
伝
説
を
示
唆
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
つ
苦
肉
の
工
夫
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
猿
（
や

猴
〔
手
長
猿
〕）
と
獺
の
間
に
存
在
し
た
、
強
く
一
体
的
で
、
且
つ
互
換
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
少
な
く
と
も
西
日
本
で
は
当
時
広
く
認
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知
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
か
な
り
の
歴
史
的
深
度
を
持
つ
伝
統
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
巧
ま
ず
言
外
に
示
唆
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
蓋
然
性
を
補
強
す
る
資
料
と
し
て
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
『
河
童
駒
引
』
を
参
照
し
て
お
き
た
い
。
柳
田
国
男
は
、
同
書
中
に

「
河
童
ト
猿
ト
」
と
い
う
小
項
目
を
設
け
た
。
そ
し
て
、
徳
川
時
代
後
期
の
本
草
学
仲
間
た
ち
が
広
く
力
を
合
わ
せ
て
和
漢
の
地
誌

や
随
筆
類
か
ら
熱
心
に
抜
粋
・
収
集
し
た
諸
々
の
資
料
を
、
昌
平
黌
教
授
古
賀
侗
庵
（
一
七
八
八
－
一
八
四
七
年
）
が
精
力
的
に
編

み
、
さ
ら
に
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
一
層
多
く
の
追
加
資
料
を
纏
め
た
『
後
編
』
2
冊
を
増
補
し
た
、
河
童
文
献
の
一
大
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
『
水
虎
考
略
』
を
典
拠
と
し
て
、
柳
田
は
エ
ン
コ
（
ウ
）
を
要
領
よ
く
こ
う
解
説
し
て
い
る
。

　

河
童
ヲ
「
エ
ン
コ
」
又
ハ
「
エ
ン
コ
ウ
」
ト
云
フ
地
方
ハ
、
出イ

ズ
モ雲

、
石イ

ワ
ミ見

、
周ス

オ
ウ防

、
長
門
、
伊
予
、
土
佐
ナ
リ
。
九
州
ニ
テ

モ
河
童
ニ
出
逢
エ
リ
ト
云
ウ
者
ニ
シ
テ
、
其
ノ
大
キ
サ
モ
形
モ
共
ニ
猿
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
ト
報
告
ス
ル
者
多
シ
。
或
ハ
又
全
身
ニ

短
キ
毛
ア
リ
、
人
間
ヲ
詭タ

ブ
ラカ

サ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
最
初
ニ
ハ
人
ノ
如
ク
物
ヲ
言
エ
ド
モ
、
之
ヲ
聞
キ
返
セ
バ
二
度
目
ニ
ハ
「
キ
イ

キ
イ
」
ト
云
ウ
バ
カ
リ
ニ
テ
、
何
ノ
事
カ
判
ラ
ズ
ト
モ
云
イ
、
又
悲
シ
ミ
テ
泣
ク
声
マ
ル
デ
猿
ナ
リ
キ
ト
伝
ウ
ル
地
方
ア
リ

〔
水
虎
考
略
〕。�

（
柳
田　

一
九
八
九
、
一
〇
五
頁
）

　

な
お
、「
河
童
ニ
異
名
多
シ
」
と
す
る
柳
田
の
河
童
論
の
大
前
提
が
、
そ
の
論
の
背
景
を
成
す
肝
腎
の
時
空
認
識
を
大
き
く
歪
め

て
し
ま
っ
た
と
既
に
再
三
強
調
し
て
お
い
た
通
り
、『
河
童
駒
引
』
の
参
照
に
際
し
て
は
常
に
細
心
の
注
意
が
い
る
。
た
だ
し
、
柳

田
の
博
覧
強
記
に
学
ぶ
べ
き
も
の
は
実
に
多
い
。

　

右
の
場
合
も
、「
河
童
ヲ
『
エ
ン
コ
』
又
ハ
『
エ
ン
コ
ウ
』
ト
云
フ
地
方
ハ
」
と
い
う
箇
所
に
、
特
に
注
意
を
要
す
る
。
エ
ン
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コ
・
エ
ン
コ
ウ
は
、
先
に
示
し
た
通
り
、
夙
に
『
日
葡
辞
書
』
で
も
立
項
さ
れ
て
お
り
、
西
日
本
、
特
に
そ
の
西
側
の
地
域
で
は
古

く
か
ら
知
ら
れ
る
獺
に
似
た
独
自
の
水
妖
の
確
立
さ
れ
た
名
称
で
あ
っ
て
、
江
戸
の
カ
ッ
パ
の
方
言
な
ど
で
は
決
し
て
あ
り
得
な
い

か
ら
だ
。
エ
ン
コ
・
エ
ン
コ
ウ
を
初
め
、
日
本
各
地
の
多
様
な
水
妖
を
徳
川
時
代
後
期
の
江
戸
の
河
童
概
念
の
内
包
に
無
理
矢
理
押

し
込
め
て
窮
屈
な
議
論
を
起
こ
し
た
の
は
柳
田
の
独
善
で
あ
り
、
一
方
的
な
後
知
恵
な
の
で
あ
る
。
先
ず
、
こ
う
大
き
く
留
保
し
た

う
え
で
、
柳
田
の
豊
か
な
薀
蓄
と
、
遭
遇
当
事
者
た
ち
の
「
猿

≒

エ
ン
コ
」
と
い
う
一
次
的
な
事
実
認
識
に
着
目
し
た
彼
の
炯
眼
を

敬
し
て
、
こ
の
図
式
を
筆
者
も
採
用
し
、
以
下
で
援
用
し
た
い
。

3
．「
獺

≒

河カ
ハ
ラ
ウ童

≒

猿
」
複
合

　

さ
て
、
以
上
の
行
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
日
葡
辞
書
』
の
「Cauarŏ

（
カ
ハ
ラ
ゥ
）」
は
、『
下
学
集
』
と
『
節
用
集
』
の
獺
の
項

目
に
出
る
「
河
童ハ

ラ
ウ

」・「
河カ

ワ
ラ
ウ童

」
と
音
声
的
に
よ
く
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
両
者
の
釈
義
の
視
座
は
や
や
ず
れ
る
も
の
の
、
内
容
は

相
互
補
完
的
で
、
無
理
無
く
統
合
可
能
だ
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
事
実
は
、「
河
童
」
と
い
う
漢
字
列
の
み
な
ら
ず
、「Cauarŏ

」

と
い
う
ラ
テ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
字
母
列
に
よ
っ
て
も
文
字
化
さ
れ
た
「
カ
ハ
ラ
ウ
（
カ
ハ
ラ
ゥ
）」
と
い
う
語
が
、
西
日
本

に
は
遅
く
と
も
十
五
世
紀
前
半
ま
で
に
は
存
在
し
、
十
七
世
紀
初
め
に
も
な
お
広
く
使
わ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
を
―
先
に
挙
げ
た

『
続
和
言
黔
驢
編
抄
』
の
記
事
の
含
意
と
も
相
俟
っ
て
―
よ
く
裏
書
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

次
い
で
、『
下
学
集
』・『
節
用
集
』
に
つ
い
て
は
「
獺

≒

河
童
（
カ
ハ
ラ
ウ
［
カ
ワ
ラ
ウ
］）」、
ま
た
『
日
葡
辞
書
』
に
つ
い
て
は

「Cauarŏ

（
カ
ハ
ラ
ゥ
）

≒

猿
」
と
い
う
形
で
、
そ
の
当
該
各
項
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
便
宜
的
に
図
式
化
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
両
方
の
図
式
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、「
カ
ハ
ラ
ウ
」
と
い
う
中
心
概
念
を
媒
介
項
と
し
て
、
新
た
に
「
獺

≒

猿
」
と
い
う
関
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係
図
式
を
得
ら
れ
る
と
共
に
、
そ
れ
を
基
に
し
た
「
獺

≒

河カ
ハ
ラ
ウ童

≒

猿
」
と
い
う
よ
り
上
位
の
観
念
複
合
が
、
中
世
の
西
日
本
で
い
わ

ば
「
長
期
持
続
」
し
て
い
た
と
い
う
仮
説
を
導
け
る
。

　

な
に
し
ろ
、
獺
も
猿
も
毛
深
く
、
ま
た
共
に
「
人
と
よ
く
似
た
手
足
を
も
っ
て
い
る
」（『
日
葡
辞
書
』）
と
い
う
特
徴
が
際
立
つ
、

（
当
時
は
）
身
近
な
獣
で
あ
っ
て
、
体
軀
の
大
き
さ
も
共
に
（
五
、
六
歳
ほ
ど
の
）
小
児
大
で
あ
り
、
よ
く
似
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ

の
両
者
の
互
換
性
の
想
定
に
は
少
な
く
と
も
一
理
あ
り
、
エ
ン
コ
（
ウ
）
が
カ
ハ
ラ
ウ
と
自
ず
と
観
念
連
合
を
成
す
獣
と
し
て
往
々

相
互
に
置
換
さ
れ
る
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

他
方
、
獣
類
と
は
歴
然
と
姿
形
が
違
い
、
全
身
無
毛
で
、
体
表
の
甲
羅
は
硬
く
、
短
い
手
も
足
も
人
と
は
全
く
質
的
に
異
な
る
亀

や
鼈
は
、
猿
に
よ
く
似
る
と
い
うCauarŏ

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
随
分
遠
い
。
そ
し
て
、
著
し
く
粘
着
質
の
皮
膚
を
持
ち
、
ま
た
手

足
も
人
間
の
も
の
と
は
機
能
的
に
随
分
違
う
蛙
も
、
同
断
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
猿
も
獺
も
共
に
、
群
生
す
る
活
発
な
獣
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
―
ち
な
み
に
、
こ
の
属
性
が
柳
田
も
『
河
童
駒
引
』
で
指
摘
し
た
九
州
の
「
河
童
」
た
ち
の
著
し
い
特
徴
そ
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　

要
す
る
に
、『
下
学
集
』
の
「
河
童ハ

ラ
ウ

」
の
在
り
方
も
『
日
葡
辞
書
』
の
「Cauarŏ

」
の
在
り
方
も
共
に
、「
獺

≒

河カ
ハ
ラ
ウ童

≒

猿
」
と

い
う
文
化
複
合
が
広
域
的
に
「
長
期
持
続
」
し
て
い
た
、
西
日
本
に
於
け
る
そ
の
可
変
的
な
一
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
と
見
做
し
得
る
の
で

あ
る
。
他
方
、
関
東
の
カ
ッ
パ
・
イ
メ
ー
ジ
と
の
大
き
な
断
絶
は
も
う
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

三
、『
日
葡
辞
書
』
の
読
み
方
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さ
て
、
語
義
を
歴
史
的
・
文
化
的
な
背
景
に
も
照
ら
し
て
、
慎
重
、
且
つ
批
判
的
に
見
極
め
る
努
力
の
積
み
重
ね
は
、
日
本
語
の

語
彙
史
研
究
の
領
域
で
も
、
無
論
、
最
も
基
本
的
な
作
業
の
一
つ
で
あ
る
に
違
い
あ
る
ま
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
邦
訳　

日
葡
辞

書
』
のCauarŏ

の
項
目
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ご
と
く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
重
大
な
懸
念
を
拭
い
切
れ
な
い
。

1
．『
邦
訳
　
日
葡
辞
書
』「Cauarŏ

」
の
項
の
訳
文
に
潜
む
問
題

　

小
稿
（
連
載
［
そ
の
1
］）
で
も
指
摘
し
た
通
り
、「
長
崎
版
の
全
訳
で
あ
る
」（
森
田　

一
九
八
〇
、
三
頁
）
と
さ
れ
る
『
邦
訳　

日
葡
辞
書
』
は
、「Cauarŏ　

カ
ワ
ラ
ゥ
（
河
郎
・
河
童
）
猿
に
似
た
一
種
の
獣
で
、
川
の
中
に
棲
み
、
人
間
と
お
な
じ
よ
う
な
手

足
を
も
っ
て
い
る
も
の
」（
土
井
・
森
田
・
長
南　

一
九
八
〇
、
一
一
二
頁
、
傍
線
は
小
馬
）
と
、
こ
の
項
を
翻
訳
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
そ
の
丸
括
弧
内
の
注
記
で
あ
る
「（
河
郎
・
河
童
）」
は
、
柳
田
の
「
河
童
ニ
異
名
多
シ
」
と
い
う
宣
言
と
ま
さ
し
く
同
じ

轍
を
踏
ん
で
し
ま
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
。
そ
れ
は
、
長
崎
か
ら
は
遥
か
に
遠
い
江
戸
の
「
河
童
」（
カ
ッ
パ
）
と
い
う
言
語
概
念
を

こ
こ
で
意
図
的
に
、
且
つ
、
不
用
意
に
加
筆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
カ
ワ
ラ
ゥ
の
語
の
背
景
を
成
す
時
空
が

即
座
に
大
き
く
歪
み
、
カ
ワ
ラ
ゥ
と
カ
ッ
パ
が
一
気
に
混
同
さ
れ
て
、
認
識
の
重
大
な
混
乱
を
読
者
の
心
中
に
招
き
入
れ
る
、
大
き

な
危
険
が
生
じ
た
。

　

こ
の
注
記
的
な
挿
入
が
敢
え
て
な
さ
れ
た
の
は
、『
下
学
集
』・『
節
用
集
』
中
に
見
え
る
「
河
童
」
と
い
う
漢
字
列
の
最
古
の
用

例
が
、
恐
ら
く
言
語
学
者
の
常
識
的
な
知
識
と
し
て
編
者
の
脳
裏
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
挙
は
、
果
た
し
て

適
切
な
判
断
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
自
ら
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
「
常
識
」
の
批
判
を
欠
い
た
無
前
提
な
敷
衍
は
、

得
て
し
て
自
覚
な
き
先
入
観
や
偏
見
の
一
般
化
に
即
座
に
資
す
危
険
に
開
か
れ
て
い
る
。
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こ
の
場
合
、
そ
の
加
筆
・
挿
入
の
趣
旨
説
明
が
何
処
に
も
な
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
ほ
ぼ
全
て
の
読
者
は
、
後
世
の
江
戸
・
関
東

方
言
が
一
般
化
し
た
「
カ
ッ
パ
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
即
し
て
こ
の
「
河
童
」
を
受
け
取
っ
て
、
何
の
疑
念
も
抱
か
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
受
け
取
っ
た
瞬
間
に
、
事
実
認
識
の
背
景
を
成
す
時
空
が
一
気
に
歪
み
つ
つ
事
実
認
識
に
刳
り
込
ん

で
来
て
、
そ
れ
に
伴
う
諸
々
の
独
断
的
な
想
念
を
触
発
せ
ず
に
は
お
く
ま
い
。Cauarŏ

は
そ
の
結
果
カ
ッ
パ
塗
れ
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
。
こ
れ
は
、
認
知
心
理
学
が
言
う
「
ス
キ
ー
マ
（Schem

a

）
の
罠
」
の
典
型
的
な
一
例
と
見
做
せ
る
。

2
．「
ヨ
メ
ル
け
ど
よ
め
な
い
」Cauarŏ

　

も
っ
と
も
、『
邦
訳　

日
葡
辞
書
』
の
こ
の
事
態
に
は
、
小
稿
の
展
開
に
も
不
可
避
的
に
関
わ
っ
て
来
る
、
複
雑
で
奥
深
い
日
本

語
史
の
問
題
に
改
め
て
注
意
を
振
り
向
け
て
く
れ
た
と
い
う
、
そ
れ
な
り
に
有
意
義
な
一
面
も
あ
っ
た
。
と
言
う
の
も
、
問
題
の

「（
河
郎
・
河
童
）」
と
い
う
注
記
が
施
さ
れ
た
裏
面
に
は
、
実
は
、
日
本
語
の
文
字
化
の
歴
史
が
必
然
的
に
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
、

深
刻
な
逆
説
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
し
か
も
、
そ
れ
は
「
河
童
」
と
い
う
漢
字
列
が
歴
史
的
に
具

現
し
て
来
た
、「
カ
ハ
ラ
ゥ
（
カ
ハ
ラ
ウ
）
⇨
カ
ワ
タ
ロ
ウ
⇨
カ
ッ
パ
」
と
い
う
、
話
し
言
葉
の
文
字
化
の
大
ま
か
な
流
れ
と
断
続

を
逆
説
的
に
示
唆
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、『
万
葉
集
』
は
本
当
に
隈
な
く
読
め
る
の
か
と
い
う
切
り
口
で
鋭
く
問
題
を
提
起
し
て
、
最
初
に
そ
の
よ
う
な
逆
説
を
突

い
た
の
は
―
小
稿
（
そ
の
1
）
第
二
章
第
3
節
で
既
に
触
れ
た
通
り
―
亀
井
孝
で
あ
っ
た
。
小
稿
（
そ
の
1
）
で
は
、
こ
の
問

題
を
、
日
本
語
学
者
今
野
真
二
に
よ
る
簡
明
な
再
説
に
沿
う
形
で
論
じ
た
（
小
馬　

二
〇
二
五
、
二
六
－
二
七
頁
）。
本
稿
で
も
、

こ
こ
で
、
今
野
の
そ
の
手
際
の
よ
い
整
理
を
手
短
か
に
再
度
引
用
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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亀
井
孝
（
一
九
五
七
）
は
「
春
揚
葛
山
登
雲
立
座
妹
思
念
」
の
よ
う
に
、
漢
字
に
よ
っ
て
文
字
化
さ
れ
て
い
る
日
本
語
を
、

具
体
的
に
日
本
語
に
ま
で
も
ど
す
操
作
を
「
ヨ
ミ
・
ヨ
ム
」、
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
を
「
よ
み
・
よ
む
」
と
表
示
し
て
、「
読

む
」
に
二
つ
の
相
（phase

）
を
設
定
し
た
。
具
体
的
な
日
本
語
に
も
ど
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
内
容
＝
言
い
た
い
こ

と
は
わ
か
る
と
い
う
場
合
は
、「
よ
め
る
け
ど
ヨ
メ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。�

（
今
野　

二
〇
二
五
、
三
〇
頁
）

　

他
方
、『
邦
訳　

日
葡
辞
書
』
のCauarŏ

の
項
に
加
え
ら
れ
た
、
件
の
「（
河
郎
・
河
童
）」
と
い
う
注
記
は
、
漢
字
に
よ
る
文

字
化
が
抱
え
込
ん
だ
ア
ポ
リ
ア
の
存
在
を
、
亀
井
の
指
摘
の
裏
側
か
ら
、
い
わ
ば
そ
の
陰
画
と
し
て
炙
り
出
す
結
果
に
も
な
っ
て
い

る
と
言
え
る
。

　

そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
ラ
テ
ン
語
ア
ル
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
っ
て
文
字
化
さ
れ
たCauarŏ

は
、
逆
に
「
ヨ
メ
ル
け

ど
よ
め
な
い
」、
つ
ま
り
音
声
と
し
て
は
「
ヨ
メ
ル
」
け
れ
ど
も

―
そ
の
語
が
仮
に
既
に
漢
字
列
に
よ
っ
て
何
処
か
で
文
字
化
さ

れ
て
い
た
場
合
で
も

―Cauarŏ

と
い
う
文
字
列
そ
の
も
の
か
ら
は
、
元
の
日
本
語
の
文
字
化
の
た
め
に
選
ば
れ
て
い
た
漢
字
列

が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
同
定
で
き
な
い
、
と
い
う
隔
靴
搔
痒
的
な
、
や
は
り
聊
か
苦
い
現
実
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
『
邦
訳　

日
葡
辞
書
』
の
編
者
は
、
元
の
漢
字
と
し
て
同
定
し
得
る
蓋
然
性
が
高
い
と
自
ら
判
断
し
た
「
河

郎
」
と
「
河
童
」
と
を
―
恐
ら
く
は
読
者
の
便
宜
を
図
ろ
う
と
す
る
純
然
た
る
親
切
心
か
ら
―
新
旧
の
順
で
、
し
か
し
自
ら
の

「
常
識
」（Schem

a

）
に
則
り
、
し
か
も
一
切
説
明
抜
き
で
併
記
し
て
「
注
記
」
の
機
能
を
託
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
無
前
提
で
独
善
的
な
措
置
（
す
な
わ
ち
、
原
典
に
対
す
る
一
方
的
介
入
）
は
、
当
該
の
ア
ポ
リ
ア
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の
背
後
に
潜
ん
で
い
る
意
味
深
い
謎
、
い
わ
ば
壮
大
な
言
語
の
森
に
分
け
入
る
魅
力
に
満
ち
た
知
的
企
て
を
阻
む
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
さ
ら
に
奥
に
控
え
て
い
る
日
本
語
史
の
広
大
な
謎
の
領
域
の
解
明
の
た
め
の
ま
た
と
な
い
糸
口
を
も
見
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
、
と
言
え
そ
う
だ
。
折
角
の
異
文
化
接
触
の
妙
味
が
台
無
し
に
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
河
童
、い
や
カ
ハ
ラ
ウ
が
受
け
た
金
創
も
決
し
て
浅
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
逆
に
、
混
乱
が
深
ま
っ
た
の
だ
。

四
、
同
一
の
漢
字
列
を
回
路
と
す
る
日
本
語
の
連
合
関
係

　

さ
て
こ
こ
で
、
筆
者
の
こ
う
し
た
論
点
を
補
強
す
る
も
う
一
つ
の
傍
証
に
触
れ
た
い
。
そ
れ
は
、
先
に
挙
げ
た
、
西
日
本
に
於
け

る
「
獺

≒

河カ
ハ
ラ
ウ童

≒

猿
」
と
い
う
観
念
複
合
の
「
長
期
持
続
」
仮
説
を
支
持
す
る
重
要
な
証
左
に
も
繫
が
り
得
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

1
．「
標
準
語
」
と
し
て
の
カ
ハ
ラ
ウ
（
カ
ワ
ロ
ウ
）

　

筆
者
の
そ
の
「
獺

≒
河カ

ハ
ラ
ウ童

≒

猿
」
複
合
の
「
長
期
持
続
」
仮
説
は
、
次
の
こ
と
を
も
示
唆
す
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ハ
ラ
ウ
（
カ
ワ

ロ
ウ
）
と
い
う
語
は
、『
日
葡
辞
書
』
の
出
版
刊
行
地
で
あ
っ
た
長
崎
を
擁
す
る
西
国
で
当
時
用
い
ら
れ
て
い
た
局
地
的
な
方
言
と

い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
当
時
近
畿
地
方
や
中
国
・
四
国
地
方
、
つ
ま
り
大
き
く
西
日
本
全
体
に
及
ぶ
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
の
布
教
地
の
ほ

ぼ
全
域
で
通
用
し
て
い
た
、
そ
れ
な
り
に
広
域
性
の
あ
る
語
だ
っ
た
、
と
。
そ
し
て
、
こ
の
仮
説
の
蓋
然
性
の
高
さ
は
、
同
辞
書
の

出
版
事
情
、
特
に
そ
の
明
確
な
編
集
方
針
に
徴
す
る
時
に
、
以
下
の
と
お
り
、
ほ
ぼ
確
実
に
立
証
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
『
日
葡
辞
書
』
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
日
本
の
古
辞
書
類
と
は
次
元
を
大
き
く
異
に
す
る
質
的
な
精
度
と
量
的
な
規
模
と
を
兼
ね
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備
え
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
中
世
日
本
語
の
み
な
ら
ず
、
日
本
語
史
の
研
究
上
、
ま
さ
に
比
類
の
な
い
意
義
を
有
し
、
奇
跡
的

な
価
値
を
持
つ
歴
史
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
資
料
的
な
価
値
の
大
き
さ
は
、
単
に
学
術
的
な
志
の
高
さ
の
み
に
負
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
要
す
る
に
、

そ
の
編
纂
・
刊
行
の
目
的
は
、
他
の
何
に
も
増
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
に
よ
る
日
本
各
地
で
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
布
教
活
動
に

必
要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
の
役
割
を
体
現
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
『
日
葡
辞
書
』
は
、
或
る
際
立
っ
て
特
徴
的

な
編
集
方
針
の
下
で
編
ま
れ
た
。
そ
の
編
集
方
針
と
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本
の
ど
の
地
で
も
そ
の
風
土
に
よ
く
馴
染
ん
だ
滑
ら

か
な
言
葉
を
駆
使
し
て
、
人
々
の
心
の
琴
線
に
強
く
触
れ
得
る
強
力
な
手
立
て
と
な
る
こ
と
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
収
録
語

（
句
）
の
一
部
に
は
、
そ
の
語
が
用
い
ら
れ
る
地
域
と
範
囲
を
正
し
く
特
定
す
る
指
標
と
し
て
、
次
の
ご
と
く
、
方
言
に
関
す
る
注

記
が
入
念
に
な
さ
れ
て
い
た
。

　

日
葡
辞
書
の
方
言
注
記
に
は
、
九
州
地
方
を
示
すX

im
o

（
下
）
と
そ
の
略
X
、
都
・
上
方
を
示
すCam

i

（
上
）、＇
或
る

地
方
で
＇
を
意
味
す
るalicubi

の
三
者
を
用
い
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
国
名
（
伊
勢
・
尾
張
・
豊
後
・
薩
摩
な
ど
）

や
地
方
名
（
五
畿
内
・
中
国
・
西
国
な
ど
）
を
も
稀
に
用
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
用
い
て
方
言
を
収
録
す
る
方
法
や
説
明
の
し

か
た
は
多
様
で
あ
る
。
見
出
し
語
に
方
言
を
掲
げ
た
も
の
が
多
い
け
れ
ど
も
、
見
出
し
語
に
は
標
準
的
な
「
上
」
の
語
を
掲
げ
、

そ
れ
に
「
下
」
な
ど
の
方
言
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
語
の
意
味
用
法
上
に
方
言
的
相
違
の
あ
る
こ

と
を
説
明
文
中
に
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
も
ま
れ
で
は
な
い
。
そ
れ
に
は
語
も
短
い
語
句
も
あ
る
。

�

（
森
田　

一
九
八
九
、
二
八
九
頁
）



表 1『日葡辞書』の方言注記の分類（森田 1989、289頁）

類
別

見出し語に
掲げた語

対照してあ
げた語

注記数 小計 合計

A

①下の語

なし

111（2）

135（2）

457
（82）

②�上の語
（方言）

6

③�ある地方
の語

18

B
①下の語

上の語
（標準語）

92（13）
100（15）②�ある地方

の語
8（2）

C
上の語

（標準語）

①下の語 97（41）
120（54）②�ある地方

の語
23（13）

D
ある語

（下の語）
上の語

（標準語）
102（11） 102（11）

〔備考〕
1．�方言注記の数を算用数字で示す。1 条に注記が二つあるとき

は、2 と数える。
2．同形異義の関係を注したものは、（　）内に内数を示す。
3．�同じ語が別々の条に重出しているものもあるから、上の数値

は異なり語数を示すものではない。
4．�上表の数値には、方言注記の誤りかと見られるものをも含ん

でいるが、それらは該当条末の〔　〕内の訳注によって承知
されたい。

98 173



河童のエスノヒストリーと肥州渋江氏（その 2）99

　

そ
こ
で
、『
日
葡
辞
書
』
の
出
版
地
を
異
に
す
る
二
、
三
の
版
の
原
典
で
「Cauarŏ

」
の
項
に
当
た
っ
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

う
し
たX

im
o

ま
た
は
X
、Cam

i

、alicubi

等
の
方
言
注
記
用
の
記
号
の
記
載
が
、
管
見
の
限
り
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。
こ
れ
が
先
ず
、「
カ
ハ
ラ
ゥ
」
が
当
時
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
領
域
の
中
核
だ
っ
た
西
日
本
全
体
で
そ
れ
な
り
に
よ
く

通
用
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
語
、
い
わ
ば
当
時
の
「
共
通
語
」
的
な
範
疇
に
属
す
る
一
語
と
見
做
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
、

も
う
一
つ
の
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

　

さ
て
、
す
ぐ
右
に
も
引
用
し
た
森
田
武
の
編
著
『
邦
訳
日
葡
辞
書
索
引
』
に
は
、「
III　

特
殊
語
引
用
（
II
）」
と
い
う
セ
ク
シ
ョ

ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
森
田
は
、
そ
の
「
1　

方
言
」
の
部
で
、
上
述
の
方
言
注
記
の
基
準
に
則
っ
て
『
日
葡
辞
書
』
所
収
の
方

言
を
幾
つ
か
の
群
に
分
類
し
て
、
右
の
よ
う
な
一
覧
表
（
表
1
）
を
掲
げ
て
い
る
（
森
田　

一
九
八
九
、
二
八
九
頁
）。
そ
の
う
え

で
、
そ
の
各
群
別
に
、
平
仮
名
の
五
十
音
順
で
、
当
該
の
方
言
た
る
語
の
全
て
を
列
挙
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
語
群
を
通
覧
し
て
み
て
も
、
見
出
し
語
と
し
て
の
「
か
は
ら
ぅ
」（
や
そ
れ
に
相
当
す
る
語
）
は
無
い
。
ま

た
、
ど
の
見
出
し
の
釈
義
の
中
に
もCauarŏ

の
語
は
、
や
は
り
見
当
た
ら
な
い
。
従
っ
て
、
森
田
の
こ
の
労
作
か
ら
得
ら
れ
る
広

い
見
晴
ら
し
と
し
て
、Cauarŏ

が
「
下
」（
西
国
＝
九
州
）
の
方
言
に
は
必
ず
し
も
該
当
せ
ず
、「
上
」（
都
）
を
初
め
と
す
る
近
畿

地
方
で
も
、
ま
た
中
国
・
四
国
地
方
や
そ
の
他
の
西
日
本
各
地
で
も
そ
れ
な
り
に
通
用
す
る
一
般
性
の
あ
る
語
だ
っ
た
と
い
う
、
筆

者
の
一
貫
し
た
仮
説
が
、
そ
れ
な
り
に
確
か
な
裏
付
け
を
得
た
も
の
と
考
え
る
。
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2
．『
大
和
本
草
』
の
河か

は
た
ら
う童

―
河カ

ハ
ラ
ウ童

と
河カ

ッ
パ童

の
狭
間

　

こ
こ
で
思
い
浮
ぶ
の
が
、
筑
前
国
の
大
儒
、
貝
原
益
軒
が
編
述
し
た
日
本
最
初
の
本
格
的
な
本
草
書
、『
大
和
本
草
』（
一
七
〇
八

年
成
立
、
一
七
〇
九
年
刊
行
）
で
あ
る
。
同
書
は
、
中
国
明
代
に
李
時
珍
が
編
ん
だ
『
本
草
綱
目
』（
一
五
九
六
年
）
に
範
を
求
め

な
が
ら
も
、
多
年
に
わ
た
っ
て
各
地
で
自
ら
行
っ
た
観
察
調
査
に
よ
る
広
い
知
見
に
基
づ
い
て
独
自
の
分
類
法
を
掲
げ
た
点
に
確
か

な
固
有
の
価
値
を
見
出
せ
る
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
こ
の
書
を
以
っ
て
我
が
国
の
本
草
学
が
自
立
し
た
と
評
さ
れ

る
所
以
で
も
あ
る
。

　
『
大
和
本
草
』
は
、
一
三
六
二
種
の
動
植
物
・
鉱
物
の
名
称
、
由
来
、
形
状
、
生
産
、
異
同
、
効
用
等
を
体
系
的
に
論
じ
た
、
博

物
学
的
な
研
究
書
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
と
共
に
、
当
時
の
学
者
に
あ
り
が
ち
な
権
威
的
で
生
硬
な
和
漢
混
交
文
を
弄
す
る
こ
と

を
極
力
抑
え
て
、
平
易
な
和
文
を
志
向
し
て
書
か
れ
た
刊
本
と
し
て
独
自
の
実
学
的
な
特
徴
を
併
せ
持
つ
が
ゆ
え
に
、
広
く
、
長
く

読
み
継
が
れ
た
。
そ
の
歴
史
的
な
意
義
と
全
国
的
な
影
響
力
は
、
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
そ
の
『
大
和
本
草
』
巻
之
十
六
に
は
、「
河か

は
た
ら
う童

」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
の
円
滑
な
進
行
を
期
す
う
え
で

の
一
助
と
し
て
、
そ
の
項
の
全
文
を
こ
こ
で
引
用
し
て
お
き
た
い
。

河か
は
た
ら
う童

（
和
品
）　

處
々
大
河
に
あ
り
。
ま
た
池
中
に
あ
り
。
五
六
歳
の
小
児
の
如
く
、
村
民
奴
僕
の
獨
行
す
る
於
二
河
邊
一
逢
レ

之
、
即
精
神
昏
冐
す
と
云
。
此
物
好
ん
で
人
と
相
抱
き
て
角
レ
力
。
其
身
涎
滑
に
し
て
捕
定
が
た
し
。
腥
臭
滿
レ
鼻
、
短わ

き
ざ
し刀

（
に
て
、か
）

て
に

　
　
　
　

欲
（
（
（

レ
刺
不
レ
中
。
角
レ
力
人
を
水
中
に
引
入
れ
て
、
殺
す
こ
と
あ
り
。
人
に
勝
つ
こ
と
あ
た
は
ざ
れ
ば
、
没
レ
水
面
見
え

ず
、
其
人
忽
恍
惚
と
し
て
如
レ
夢
而
歸
レ
家
。
病
こ
と
一
月
許
。
其
症
寒
熱
、
頭
痛
、
遍
身
疼
痛
、
爪
に
て
抓
た
る
あ
と
有
レ
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之
。
此
物
人
家
に
往
々
爲
レ
妖
、
種
々
怪
異
を
な
し
て
人
を
惱
す
事
あ
り
。
狐
妖
に
似
て
其
妖
災
猶
甚
し
。
本
艸
綱
目
蟲
部
、

濕
生
類
、
溪
鬼
蟲
の
附
録
に
水
虎
あ
り
。
與
レ
此
相
似
て
不
レ
同
。
但
同
類
別
種
な
る
べ
し
。
於
二
中
夏
之
書
一、
予
未
レ
見
レ
有

二
此
物
一。

　

益
軒
の
読
み
易
い
文
を
旨
と
す
る
志
は
上
記
の
通
り
な
が
ら
も
、
な
お
現
代
人
が
精
確
に
読
み
、
そ
の
文
意
を
正
し
く
汲
む
こ
と

は
必
ず
し
も
容
易
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
、
細
部
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
で
き
る
だ
け
失
わ
ず
に
、
読
者
と
の
共
通
理
解
を
担

保
す
る
べ
く
、
次
に
、
原
文
に
忠
実
な
現
代
語
へ
の
置
き
換
え
を
試
み
よ
う
。

河か
は
た
ら
う童

（
日
本
の
も
の
）　

方
々
の
大
き
な
川
に
い
る
。
ま
た
池
に
も
い
る
。
五
六
歳
の
幼
児
ほ
ど
の
体
軀
で
、
村
人
や
召
使
が

一
人
で
川
辺
を
歩
い
て
い
る
と
出
会
う
こ
と
が
あ
り
、
た
ち
ま
ち
心
を
惑
わ
さ
れ
る
と
言
う
。
人
と
力
比
べ
を
し
た
が
る
。

体
は
ぬ
る
ぬ
る
し
て
摑
み
に
く
い
。
酷
く
生
臭
さ
く
て
、
鼻
が
曲
が
り
そ
う
だ
。
短
刀
で
突
こ
う
と
し
て
も
、
刃
が
入
ら
な

い
。
力
比
べ
を
し
て
相
手
を
水
の
中
に
引
き
ず
り
込
ん
で
殺
す
こ
と
も
あ
る
。
人
に
勝
て
な
い
場
合
は
水
中
に
姿
を
眩
ま
す

が
、
相
手
は
た
ち
ま
ち
意
識
が
朦
朧
と
な
り
、
夢
心
地
で
家
路
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
一
月
ほ
ど
は
病
み
、
苦
し

む
。
悪
寒
、
頭
痛
、
全
身
の
疼
痛
の
症
状
を
呈
し
、
爪
で
搔
い
た
跡
が
残
っ
て
い
る
。
河
童
が
、
往
々
誰
か
の
家
に
種
々
の

怪
し
い
こ
と
を
仕
掛
け
、
家
人
を
あ
れ
こ
れ
悩
ま
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
所
業
は
狐
に
似
る
が
、
災
い
は
も
っ
と
甚
だ
し
い
。

（
李
時
珍
の
著
し
た
）『
本
草
綱
目
』
の
虫
部
、
湿
生
類
中
の
渓
鬼
蟲
附
録
の
部
分
に
、「
水
虎
」
と
い
う
項
目
が
あ
っ
て
、

（
河か

は
た
ら
う童

は
）
そ
の
水
虎
に
似
て
い
る
も
の
の
、
水
虎
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
同
じ
仲
間
で
あ
ろ
う
。
私
自
身
、
ま
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だ
中
国
の
諸
々
の
典
籍
の
中
で
河
童
（
と
い
う
語
）
に
出
合
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

さ
て
こ
の
内
容
は
、「
其
身
涎
滑
に
し
て
捕
定
が
た
し
。
腥
臭
滿
レ
鼻
、
短わ

き
ざ
し刀（
に
て
、か
）

て
に

　
　
　
　

欲
（
（
（

レ
刺
不
レ
中
」
の
文
言
等
に
、
既
に
関
東
・

江
戸
の
河カ

ッ
パ童

の
語
の
内
包
の
影
響
が
窺
わ
れ
る
と
見
て
よ
い
よ
う
だ
。
そ
れ
に
は
、
益
軒
が
格
別
に
広
範
な
学
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
ち
、
旺
盛
に
交
流
を
続
け
て
い
た
事
実
が
、
恐
ら
く
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
う
し
た
事
情
の
仔
細
な

分
析
は
一
旦
留
保
し
て
、
先
に
譲
り
た
い
。
た
だ
し
、
河か

わ
た
ら
う童

の
語
が
局
地
的
に
河カ

ハ
ラ
ウ童

を
代
替
し
、
さ
ら
に
は
河カ

ハ
ラ
ウ童

か
ら
河カ

ッ
パ童

へ
の

橋
渡
し
の
機
能
を
持
ち
得
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
点
で
、
特
に
重
要
な
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

さ
て
、
今
こ
こ
で
筆
者
が
第
一
に
強
調
し
た
い
の
は
、
益
軒
が
「
河か

は
た
ら
う童

」
の
見
出
し
に
「（
和
品
）」、
す
な
わ
ち
「
日
本
の
も

の
」
と
い
う
注
を
施
し
て
お
り
、
く
わ
え
て
「
河
童
」
の
語
を
漢
籍
の
中
に
見
出
し
た
こ
と
が
全
く
無
い
と
断
言
し
て
い
る
事
実
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
実
を
裏
返
せ
ば
、「
河
童
」
は
中
国
語
の
単
語
で
あ
る
河
伯
や
水
虎
と
は
異
な
っ
て
、
和
語
を
直
に
文

字
化
し
た
漢
字
列
な
の
だ
と
自
信
を
も
っ
て
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
益
軒
の
こ
の
主
張
は
、『
下
学
集
』
を
（
現
認
可
能
な
）

初
出
の
典
拠
と
す
る
「
河
童ハ

ラ
ウ

」
と
い
う
漢
字
列
の
属
性
を
見
極
め
る
う
え
で
極
め
て
重
要
に
な
る
、
本
来
あ
る
べ
き
視
座
を
示
唆

し
て
い
て
興
味
深
い
。

　

益
軒
の
こ
の
断
固
た
る
見
解
は
、
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
ら
し
い
。『
本
草
綱
目
』
の
水
虎
の
項
に
は
両
膝
に
爪
状
の
鋭
利
な
突

起
が
あ
る
絵
図
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
か
、『
大
和
本
草
』
に
や
や
遅
れ
る
寺
島
良
安
の
『
和
漢
三
才
図
絵
』（
一
七
一

二
年
）
を
初
め
、
江
戸
期
の
ほ
と
ん
ど
の
文
献
は
、
益
軒
の
卓
見
の
ご
と
く
、
水
虎
を
河
童
の
同
類
と
見
な
が
ら
も
別
種
に
分
類
し

て
い
る
。
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次
い
で
、
こ
の
項
目
の
見
出
し
語
の
読
み
方
を
示
す
振
り
仮
名
で
あ
る
「
か
は
た
ら
う
」
が
、（
河カ

ッ
パ童

と
は
全
く
異
な
っ
て
）『
下

学
集
』
の
「
獺
」
の
項
に
出
る
「
河
童ハ

ラ
ウ

」
の
読
み
に
よ
く
近
似
す
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、「
河
太
郎
」
や
「
川
太
郎
」
の

よ
う
な
、「
河
童
」
と
は
別
の
逐
語
的
な
漢
字
表
記
（
漢
字
列
）
が
『
大
和
本
草
』
の
本
文
中
に
一
切
現
れ
な
い
こ
と
に
も
、
強
く

注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、「
か
は
た
ら
う
」
と
い
う
項
目
の
漢
字
表
記
が
ま
さ
し
く
「
河
童
」
で
あ
る
こ
と
に
、
十
分
に
留
意
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
諸
事
実
が
暗
示
し
て
い
る
の
は
、
九
州
方
言
の
「
か
は
た
ら
う
」
と
い
う
口
語
が
、
最
初
に
は
「
河
太
郎
」
や
「
川
太

郎
」
と
い
う
漢
字
列
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、「
河
童
」
と
い
う
漢
字
列
に
よ
っ
て
文
字
化
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。
す
る

と
、
音
声
的
に
も
似
通
う
「
河か

は
た
ら
う童

」
は
、「
河カ

ハ
ラ
ウ童

」
の
語
の
変
異
、
な
い
し
は
訛
音
的
な
派
生
態
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る

余
地
が
十
分
に
あ
り
そ
う
だ
。

3
．
河
伯
と
河か

は
た
ら
う童

　

こ
こ
で
、
貝
原
益
軒
も
暗
に
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
漢
籍
に
し
ば
し
ば
見
え
る
「
河
伯
」
や
「
水
虎
」
と
い
う
漢
字
列
に
河
童

概
念
の
由
来
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
が
、
従
来
他
の
儒
学
者
た
ち
に
通
有
の
在
り
方
だ
っ
た
。
な
お
、『
日
葡
辞
書
』
もCafacu

（
カ
ハ
ク
）
を
立
項
し
て
、
次
の
語
釈
を
与
え
て
い
る
。「Suijin　
（
水
神
）・Gentios

（
異
教
徒
）
の
想
像
に
よ
れ
ば
、
川
を
司
り

管
理
す
るCam

i

（
神
）」。
こ
の
内
容
か
ら
も
、
当
時
、
河
伯
の
語
が
一
般
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
し
測
ら
れ

（
（
（

る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
「
カ
ハ
ラ
ウ
」
か
ら
「
カ
ハ
タ
ラ
ウ
」
へ
の
推
移
に
も
儒
学
者
た
ち
が
介
在
し
た
可
能
性
を
想
定
し
て
、
中
国
語

で
年
長
・
年
少
を
意
味
す
る
「
伯
・
叔
」
と
い
う
対
概
念
が
「
カ
ハ
ラ
ウ
」
か
ら
「
カ
ハ
タ
ラ
ウ
」
へ
の
変
化
に
関
与
し
て
い
た
と
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推
定
し
て
み
た
い
。『
日
葡
辞
書
』
もCafacu

（
カ
ハ
ク
）
の
項
で
、
先
の
語
釈
に
続
け
、「
ま
た
、
川
船
を
支
配
す
る
川
の
主
人
、

或
い
は
長
で
あ
り
、
絶
え
ず
川
に
棲
ん
で
行
き
来
す
る
者
」
と
付
言
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
次
に
触
れ
る
「
伯
」
の
語
感
が

生
き
て
い
る
の
を
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
「
伯
・
叔
」
と
い
う
対
概
念
は
、
男
性
な
ら
「
伯
父
・
叔
父
」
や
「
兄
（
＝
太
郎
）・
弟
（
＝
次
郎
）」
に
適
用
さ
れ
、
日
本
語
で

も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
―
本
来
河
伯
は
、
河
の
神
の
意
味
な
の
だ
が
―
漢
字
「
伯
」
の
ゆ
え
に
、
河
伯

と
は
「
河
の
『
太
郎
』」
で
あ
る
と
い
う
連
想
が
働
い
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
意
味
的
な
近
似
に
音
声
的
な
近
さ
も
手
伝

っ
て
、「
カ
ハ
ラ
ウ
」
が
「
カ
ハ
タ
ラ
ウ
」
へ
と
比
較
的
滑
ら
か
に
推
移
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
場
合
「
太
郎
」
は
、
勿

論
、
数
あ
る
水
妖
・
水
魅
の
内
で
も
そ
の
「
頭
」、
な
い
し
は
「
長
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。「
河カ

ハ
ラ
ウ郎

」
の
「
頭
」
な
い
し

は
「
長
」
が
「
河カ

ハ
タ
ラ
ウ

太
郎
」
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
―
た
だ
し
、
今
こ
こ
で
は
こ
の
点
に
深
入
り
す
る
こ
と
を
慎
重
に
自
制
し
て
お

き
た

（
（
（

い
。

　

な
お
、『
大
和
本
草
』
は
、「
河か

は
た
ら
う童

」
と
は
別
に
「
水か

は
う
そ獺

」
と
「
海う

み
を
そ獺

」
を
そ
の
直
前
に
立
項
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
大
和
本
草
』
の
河か

は
た
ら
う童

の
項
目
の
内
容
は
、『
日
葡
辞
書
』
のCauarŏ

（
カ
ハ
ラ
ゥ
）
と
比
べ
て
、
随
分
充
実
し
て

い
る
。
し
か
も
、
憑
き
物
と
し
て
の
恐
ろ
し
い
属
性
が
強
調
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
皮
膚
が
粘
着
質
で
、
且
つ
刃
を
受
け
付
け
な
い
な

ど
、
蛙
や
亀
・
鼈
を
強
く
連
想
さ
せ
る
身
体
の
形
状
や
実
質
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
下
学
集
』・『
節
用
集
』・『
日
葡
辞
書
』

な
ど
に
見
ら
れ
な
い
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
―
記
述
内
容
の
取
捨
選
択
の
恣
意
性
と
い
う
一
般
的
な
要
因
に
加
え
て

―
先
に
触
れ
た
西
日
本
に
於
け
る
広
域
的
な
「
獺

≒

河カ
ハ
ラ
ウ童

≒

猿
」
複
合
の
「
長
期
持
続
」
の
過
程
で
カ
ハ
ラ
ウ
に
幾
分
生
じ
た
分

化
や
変
異
、
ま
た
、
そ
れ
に
関
る
外
側
か
ら
の
影
響
の
結
果
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
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こ
の
節
の
以
上
の
考
察
か
ら
、「
①
漢
字
列
「
河
童
」
に
よ
る
、
口
語
カ
ハ
ラ
ウ
（
カ
ワ
ロ
ウ
）
の
文
字
化
⇨
②
同
じ
漢
字
列

「
河
童
」
に
よ
る
、
口
語
カ
ハ
タ
ラ
ウ
の
文
字
化
⇨
③
や
は
り
同
じ
漢
字
列
「
河
童
」
に
よ
る
、
口
語
カ
ッ
パ
の
文
字
化
」
と
い
う
、

略
々
三
つ
の
日
本
語
形
成
史
上
の
文
字
化
段
階
に
大
別
し
て
、「
河
童
」
と
い
う
共
通
の
漢
字
列
が
意
味
し
た
概
念
の
内
包
の
変
遷

を
捉
え
て
考
察
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
積
極
的
な
方
向
性
が
見
え
始
め
て
き
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

五
、
防
長
両
国
で
「
知
ら
れ
ざ
る
」
豊
後
の
カ
ハ
タ
ラ
ウ

　

そ
う
し
た
方
向
へ
と
議
論
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
行
く
た
め
に
は
、
こ
こ
で
逆
に
一
旦
カ
ハ
タ
ラ
ウ
へ
と
立
ち
返
り
、
こ
の
語
が

登
場
し
て
来
る
実
際
の
歴
史
過
程
に
も
う
少
し
具
体
的
に
深
く
立
ち
入
っ
て
、
実
証
的
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

幸
い
に
、
ご
く
短
い
な
が
ら
も
、
幾
分
な
り
と
も
そ
の
役
に
立
ち
そ
う
な
資
料
が
存
在
す
る
（
小
馬　

二
〇
〇
七
、
七
六
－
七
八

頁
）。

1
．「
豊
後
国
中
津
」
の
川
太
郎

　

山
口
県
文
書
館
が
所
蔵
す
る
『
見
聞
録
』（
毛
利
家
文
庫
16
、
叢
書
54
）
を
見
る
と
、
そ
の
第
二
冊
の
最
初
の
頁
に
記
さ
れ
た
、

「
一　

猩
々
と
ハ
」
と
、「
一　

象
は
」
両
記
事
の
間
に
位
置
す
る
、
次
の
よ
う
な
無
題
の
第
二
番
目
の
記
事
に
、
こ
こ
で
強
く
注
目

し
て
み
た
い
。
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一　

川
太
郎
豊
後
の
船
町
の
津
に
多
し
、
猿
猴
の
事
也
、
船
付
き
の

石
垣
な
と
あ
る
き
候
獣
也
、
か
し
ら
少
し
く
ほ
し
、
水
溜
り
程
の
く

ほ
み
の
由
、
人
の
ま
た
な
と
を
く
ぐ
り
あ
り
き
候
、
左
候
ハ
ゝ
、
犬
神

な
と
の
如
く
人
に
た
た
り
申
事
あ
り

　

そ
の
現
代
語
訳
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。「
川
太
郎
は
、
豊
後
国
の
『
船
町
の
津
』
に
多
い
。（
長
門
国
・
周
防
国
＝
長
州

藩
で
我
々
が
い
う
）
猿
猴
（
エ
ン
コ
・
エ
ン
コ
ウ
）
の
こ
と
だ
。
船
着
き
場
の
石
垣
な
ど
を
歩
き
回
る
（
例
の
）
獣
で
あ
る
。
頭
は

や
や
小
ぶ
り
で
そ
の
天
辺
が
幾
分
窪
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
少
し
水
が
溜
ま
る
程
度
の
窪
み
な
の
だ
と
言
う
。
人
々
の
股
を
潜
っ
て

歩
き
回
る
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
は
、
犬
神
な
ど
の
よ
う
に
祟
り
を
な
す
こ
と
が
あ
る
」。

　

こ
こ
で
何
よ
り
も
先
ず
重
要
な
の
は
、
九
州
「
豊
後
国
」
の
川
太
郎
と
は
防
長
両
国
の
エ
ン
コ
の
こ
と
だ
と
い
う
事
実
認
定
で
あ

り
、
し
か
も
今
日
の
我
々
の
視
点
か
ら
、
エ
ン
コ
が
獺
の
防
長
方
言
で
あ
る
こ
と
を
も
ま
た
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
文
書
で
判
然
と
し
な
い
の
が
、「
豊
後
の
船
町
の
津
」
と
い
う
語
句
の
正
確
な
語
義
で
あ
る
。「
船
町
の
津
」
と
は
、

初
期
の
中
津
城
下
に
存
在
し
た
十
四
ケ
町
の
内
の
「
下
の
八
町
」
の
一
つ
で
あ
り
、
古
魚
町
の
年
寄
支
配
を
受
け
た
、
船
津
町
の
船

着
き
場
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
解
釈
の
決
定
的
と
も
言
え
る
大
き
な
難
点
は
、
何
と
い
っ
て

も
、
中
津
が
豊
後
国
で
は
な
く
、
豊
前
国
に
属
す
る
城
下
町
だ
と
い
う
事
実
に
あ
る
。

　

中
津
が
豊
後
国
境
に
近
く
位
置
す
る
が
ゆ
え
の
思
い
違
い
と
軽
々
し
く
受
け
取
る
の
は
、
こ
の
文
書
の
内
容
が
な
に
し
ろ
現
地
報

告
で
あ
り
、
ま
た
防
長
両
国
と
豊
後
・
豊
前
両
国
と
が
地
理
的
に
近
く
て
交
流
が
浅
か
ら
ぬ
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
や
は
り
か
な
り
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的
外
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
場
合
、「
豊
後
の
船
町
の
津
」
は
特
定
の
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
豊
後
国
の
港
町

一
般
を
指
し
て
い
る
と
見
る
方
が
む
し
ろ
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
今
、
最
も
強
く
心
を
惹
か
れ
る
の
は
、「
猿
猴
の
事
也
」
と
い
う
素
っ
気
な
い
書
き
ぶ
り
の
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
ぶ
っ
き

ら
ぼ
う
さ
か
ら
、
逆
に
、「
豊
後
の
川
太
郎
が
世
情
を
賑
わ
す
昨
今
だ
が
、
実
際
に
や
っ
て
来
て
い
ざ
分
か
っ
て
み
た
ら
、
な
ー
に
、

防
長
両
国
で
言
う
と
こ
ろ
の
猿
猴
の
こ
と
だ
っ
た
の
さ
。
豊
後
の
港
と
言
う
港
の
船
着
き
場
に
、
う
よ
う
よ
い
る
ん
だ
」、
と
で
も

言
い
た
げ
な
口
吻
を
、
生
き
生
き
と
感
じ
取
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
見
聞
録
』
は
、
毛
利
輝
元
（
一
五
五
三
－
一
六
二
五
年
）
と
そ
の
息
、
秀
就
（
一
五
九
五
－
一
六
五
一
年
）
二
代
の
故
実
や
伝

聞
を
順
不
同
で
綴
っ
た
記
録
集
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
川
太
郎
の
記
事
は
、
正
確
な
年
代
は
不
明
な
が
ら
も
、
十
八
世
紀
初
め
に

刊
行
さ
れ
た
『
大
和
本
草
』
に
数
十
年
以
上
先
行
す
る
文
書
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
恐
ら
く
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世

紀
後
半
に
は
、
九
州
北
部
（
少
な
く
と
も
豊
後
国
）
で
カ
ハ
タ
ラ
ウ
の
語
が
既
に
広
く
使
わ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
語
が
漢

字
列
「
川
太
郎
（
河
太
郎
）」
に
よ
っ
て
（
も
）
文
字
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
た
、「
犬
神
な
と
の
如
く
た
た
り
申
事
あ
り
」
の
記
述
も
興
味
深
い
。「
へ
え
ー
っ
、（
同
じ
あ
の
獣
な
ん
だ
け
れ
ど
、
防
長
の

猿
猴
と
は
ま
る
っ
き
り
違
っ
て
）
豊
後
の
川
太
郎
は
、
犬
神
み
た
い
に
祟
る
ん
だ
っ
て
よ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
、
や
や
虚
を
突
か

れ
た
風
情
の
語
調
で
あ
ろ
う
。
全
く
同
じ
獣
が
、
防
長
で
は
エ
ン
コ
と
い
う
身
に
近
い
見
慣
れ
た
野
獣
な
の
だ
が
、
豊
後
で
は
そ
れ

が
川
太
郎
と
呼
ば
れ
、
犬
神
に
も
似
て
人
に
憑
く
超
自
然
的
な
妖
獣
な
の
だ
と
聞
か
さ
れ
て
当
惑
し
、
聊
か
な
ら
ず
感
慨
深
か
か
っ

た
も
の
と
見
え
る
。

　

く
わ
え
て
、
獺
（
猿
猴
・
河
太
郎
）
の
頭
が
「
少
し
く
ほ
く
」
あ
る
と
再
認
識
し
た
う
え
で
、
そ
の
天
辺
の
窪
み
が
「
水
溜
り
程
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の
く
ほ
み
の
由
」
と
、
つ
ま
り
「
そ
こ
に
水
が
溜
ま
る
ん
だ
っ
て
よ
」
と
ば
か
り
に
、
こ
れ
も
意
外
そ
う
に
記
し
て
い
る
。
川
太
郎

の
頭
の
「
皿
」（
実
は
、
窪
み
）
に
は
常
時
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
と
い
う
現
代
の
我
々
に
も
馴
染
み
深
い
発
想
が
こ
こ
に
記
録
さ
れ

て
い
る
が
、「
河
太
郎
圏
」
に
住
む
豊
後
人
に
よ
る
そ
の
説
明
に
、「
エ
ン
コ
圏
」
た
る
防
長
の
住
人
で
あ
る
武
士
が
随
分
当
惑
し
て

い
る
姿
が
目
に
浮
か
ん
で
来
る
。

　

総
じ
て
言
え
そ
う
な
の
は
、「
カ
ハ
ラ
ウ
」
か
ら
派
生
し
た
か
と
思
わ
れ
る
北
部
九
州
（
少
な
く
と
も
豊
後
国
）
の
「
カ
ハ
タ
ラ

ウ
」
の
概
念
が
防
長
両
国
等
、
中
国
・
四
国
の
「
エ
ン
コ
圏
」
へ
と
、
こ
の
時
期
に
ひ
た
ひ
た
と
迫
り
つ
つ
あ
っ
て
、「
獺

≒

河カ
ハ
ラ
ウ童

≒

猿
」
文
化
複
合
圏
が
次
第
に
広
域
的
に
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
事
情
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
『
大
和
本
草
』
の
「
河か

は
た
ら
う童

」
の
項
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
る
と
、（
人
と
力
比
べ
を
し
た
が
る
）
憑
き
物
と

い
う
古
く
か
ら
の
西
国
的
な
属
性
と
、
ぬ
め
ぬ
め
し
て
無
毛
で
刀
を
通
さ
な
い
勁
い
皮
膚
を
持
つ
と
い
う
関
東
の
「
カ
ッ
パ
」
の
属

性
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
こ
こ
で
改
め
て
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。『
大
和
本
草
』
が
刊
行
さ
れ
た
十
八
世

紀
劈
頭
の
時
点
で
は
、「
河
童
」
と
い
う
漢
字
列
に
よ
る
「
カ
ッ
パ
」
と
い
う
口
語
の
文
字
化
は
少
な
く
と
も
ま
だ
広
く
一
般
化
し

て
い
な
い
も
の
の
、「
河カ

ハ
タ
ラ
ウ童

」
と
「
カ
ッ
パ
」
両
概
念
の
混
淆
が
文
人
た
ち
の
広
域
的
な
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
通
路
を
介

し
て
、
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

2
．『
日
本
山
海
名
物
図
会
』
の
河
太
郎

　

こ
こ
で
、『
日
葡
辞
書
』
か
ら
百
五
十
年
ほ
ど
後
、『
大
和
本
草
』
か
ら
暫
く
後
の
十
八
世
紀
半
ば
に
刊
行
さ
れ
た
、
平
瀬
徹
斎
の

『
日
本
山
海
名
物
図
会
』（
一
七
五
四
年
）
を
併
せ
て
参
照
し
て
み
た
い
。
そ
の
巻
之
三
に
「
豊
後
河
太
郎
」
と
い
う
項
目
（
一
二
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二
）
が
あ
り
、
そ
の
さ
ほ
ど
長
く
な
い
解
説
文
は
、「
河
太

良
豊
後
国
に
多
し
。
其
外
九
州
の
中
所
々
に
有
。
関
東
に
多

し
。
関
東
に
て
は
河
童
と
云
也
」
と
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
川
の
浜
辺
で
角
力
を
取
り
合
あ
う
な
ど
し
て
群
れ

遊
ぶ
八
頭
の
河
太
郎
の
姿
を
、
絵
師
長
谷
川
光
信
が
生
き
生

き
と
描
い
た
挿
絵
を
添
え
て
い
る
（
図
5
）。
こ
こ
で
も
豊

後
国
の
存
在
感
が
著
し
い
。

　

こ
の
刊
本
の
本
文
（
略
す
）
や
絵
図
の
河
太
郎
に
は
、

『
大
和
本
草
』
が
述
べ
る
河
太
郎
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も

の
が
あ
る
。
し
か
し
『
大
和
本
草
』
の
河
太
郎
は
、
図
5
の

よ
う
な
毛
深
い
猿
の
ご
と
き
形
姿
で
は
な
く
、
ぬ
め
ぬ
め
し

た
固
い
皮
膚
を
持
つ
（
亀
と
蛙
の
合
い
の
子
的
な
）
姿
を
持

つ
者
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

す
る
と
豊
後
国
で
は
、
河
太
郎
の
姿
形
は
、
先
に
引
用
し

た
毛
利
家
文
書
中
の
『
見
聞
録
』
に
見
え
る
古
態
を
ま
だ
か

な
り
よ
く
留
め
る
一
方
、
益
軒
が
住
み
、
一
大
港
都
博
多
を

擁
す
る
筑
前
国
で
は
、
も
う
既
に
江
戸
・
関
東
の
カ
ッ
パ
概
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念
の
重
要
な
要
素
が
河
太
郎
の
形
姿
に
溶
け
込
み
始
め
て
い
た
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、『
日
本
山
海
名
物
図
会
』

の
先
の
引
用
文
中
の
「
関
東
に
多
し
」、
な
ら
び
に
「
関
東
に
て
は
河
童
と
云
也
」
の
文
言
に
も
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
豊
後
国
を
初
め
と
す
る
九
州
の
河
太
郎
と
関
東
の
河
童
が
徐
々
に
入
り
混
じ
っ
て
一
体
視
さ
れ
始
め
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
既
に
（
先
回
り
し
て
）
第
一
章
第
1
節
で
触
れ
た
と
お
り
、
猿
・
獺
（
エ
ン
コ
）
的
な
「
カ
ワ
タ
ロ
ウ
」
が
亀
・
蛙
的

な
「
カ
ッ
パ
」
へ
と
置
き
換
わ
る
過
程
、
並
び
に
そ
の
普
及
と
一
般
化
の
過
程
で
働
い
た
変
容
の
決
定
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
―
カ

ッ
パ
が
錦
絵
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
以
上
に
―
「
河
童
」
と
い
う
漢
字
列
の
共
有
を
橋
渡
し
と
し
て
成
り
立
っ
た
、
言

語
的
な
「
連
合
関
係
」
の
強
力
な
作
用
の
ゆ
え
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
な
の
だ
。
漢
字
列
の
共
有
に
よ
る
連
合
関
係
だ
か
ら
こ
そ
、

両
者
間
の
形
態
的
な
断
絶
を
超
越
し
得
た
点
が
重
大
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
十
八
世
紀
中
葉
、『
日
本
山
海
名
物
図
会
』
が
世
に
出

る
頃
に
は
、
も
う
漢
字
列
の
共
有
に
よ
る
言
語
的
な
「
連
合
関
係
」
に
は
強
く
依
存
し
な
い
ま
で
に
、
カ
ッ
パ
と
河
太
郎
の
概
念
的

な
混
淆
が
進
ん
で
い
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

響
灘
、
蓋
井
島
の
エ
ン
コ
―
「
お
わ
り
に
」
に
代
え
て

　

本
稿
を
閉
じ
る
に
当
た
り
、
防
長
両
国
の
エ
ン
コ
観
に
関
す
る
い
わ
ば
幾
許
か
の
補
注
と
し
て
、
筆
者
自
身
の
若
い
日
の
現
地
参

与
観
察
調
査
の
一
端
を
ご
く
手
短
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　

筆
者
は
、
一
九
七
五
年
の
四
月
初
め
か
ら
八
月
半
ば
ま
で
の
五
か
月
間
、
日
本
海
響
灘
海
中
の
離
島
で
あ
る
下
関
市
蓋
井
島
に
単

身
住
み
こ
ん
で
、
社
会
人
類
学
の
総
合
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
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同
島
の
松
本
本
家
（
ニ
イ
ヤ
）
の
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
て
寝
食
を
共
に
し
、
年
齢
の
近
い
同
家
の
ニ
イ
ヤ
ン
（
跡

取
り
息
子
）
に
時
に
は
沖
釣
り
漁
に
誘
わ
れ
、
ま
た
別
の
折
り
に
は
海
に
潜
り
、
力
を
合
わ
せ
て
大
石
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
ウ
ニ

（
馬
糞
海
栗
）、
ガ
ゼ
（
紫
海
栗
）、
鮑
、
栄
螺
を
採
っ
た
り
も
し
た
。
漁
業
組
合
の
定
置
網
漁
に
も
加
わ
ら
せ
て
貰
っ
た
し
、
青
年

団
の
島
外
へ
の
野
球
遠
征
に
も
欠
か
さ
ず
同
道
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
子
供
た
ち
と
は
、
磯
で
の
夕
方
の
ゴ
ウ
チ
（
か
さ
ご
）
の
穴
釣

り
や
、
野
苺
採
り
の
、
何
時
も
変
わ
ら
ぬ
仲
間
同
士
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
て
す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
頃
に
、
世
間
話
の
自
然
な
流
れ
の
中
で
人
々
に
時
々
エ
ン
コ
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
藩
制
期
、
長
州
藩
の
支
藩
で
あ
る
長
府
藩
領
に
属
し
た
蓋
井
島
は
、
沖
合
の
島
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
浦
方
（
漁
村
）
で
は
な

く
地
方
（
農
村
）
と
さ
れ
、
島
の
周
囲
の
漁
業
権
を
大
方
は
対
岸
の
本
土
の
浦
々
に
握
ら
れ
、
財
政
的
に
は
貧
し
か
っ
た
。
明
治
以

後
も
、
漁
業
権
獲
得
の
悲
願
の
実
現
は
捗
々
し
く
な
く
、
そ
の
結
果
、
藩
制
期
同
様
山
に
分
け
入
っ
て
薪
炭
材
を
伐
り
、
そ
れ
を
対

岸
地
方
に
売
る
こ
と
が
暮
ら
し
の
重
要
な
支
柱
の
一
つ
だ
っ
た
時
期
が
そ
の
後
も
長
く
続
い
た
と
言
う
。
そ
う
し
て
山
に
入
っ
た
時

に
、
ひ
ょ
い
と
顔
を
上
げ
る
と
エ
ン
コ
が
眼
前
の
木
の
低
い
枝
に
腰
を
下
ろ
し
て
い
て
、
い
き
な
り
目
が
合
っ
て
肝
を
潰
し
た
と
い

う
老
女
が
幾
人
か
あ
っ
た
。

　

憑
き
物
で
は
な
い
が
、
比
較
的
若
い
人
た
ち
も
エ
ン
コ
を
恐
れ
て
い
て
、
言
及
す
る
の
を
好
ま
な
か
っ
た
。
山
道
を
歩
い
て
い
る

と
、
先
方
に
姿
が
一
瞬
見
え
た
と
思
え
ば
、
す
ぐ
に
背
後
に
現
れ
て
目
が
回
っ
た
。
山
の
上
の
方
か
ら
物
凄
い
勢
い
で
転
が
り
落
ち

て
き
て
ド
カ
ン
と
大
き
な
音
を
立
て
て
何
か
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
酷
く
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
と
、
い
か
に
も
怖
そ
う
に
、
ニ

イ
ヤ
の
ネ
ー
ヤ
ン
（
当
主
夫
人
）
が
語
っ
た
も
の
だ
。
そ
う
言
え
ば
、
島
外
の
親
戚
筋
か
ら
エ
ン
コ
と
い
う
綽
名
を
密
か
に
貰
っ
て

い
る
お
じ
さ
ん
も
い
た
な
…
。
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今
そ
ん
な
こ
と
ど
も
を
思
い
出
し
て
、
殊
に
印
象
深
く
感
じ
る
の
は
、
た
っ
た
一
度
も
カ
ッ
パ
と
い
う
言
葉
を
聞
か
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
蓋
井
島
で
は
、
エ
ン
コ
は
現
代
に
至
る
も
河カ

ッ
パ童

の
方
言
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
の
だ
。

【
注
】

（
1
）　
『
邦
訳　

日
葡
辞
書
』
は
、
エ
ン
コ
ウ
は
「Y

encŏ

」
で
は
な
く
、「Y

encô

」
と
表
記
す
べ
き
で
あ
る
と
、
原
典
の
誤
り
を
指
摘
し
て
注
記
し
て
い
る
。

（
2
）　
「
短
刀
手
に
」
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
が
、「
短
刀
に
て
」
を
採
り
た
い
。

（
3
）　

注
（
2
）
に
同
じ
。

（
4
）　

本
稿
第
二
章
第
2
節
で
触
れ
た
『
水
虎
考
略
』
を
初
め
、
水
虎
を
タ
イ
ト
ル
の
一
部
と
す
る
江
戸
時
代
の
河
童
論
も
少
な
く
な
い
。
益
軒
と
は
異
な
る
、
中
華
思
想
、

な
い
し
は
儒
学
至
上
主
義
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

（
5
）　

関
東
随
一
の
大
河
で
あ
る
利
根
川
は
、「
坂
東
太
郎
」
と
通
称
さ
れ
る
。
ま
た
奈
良
で
は
、
同
地
最
大
の
東
大
寺
の
梵
鐘
を
今
で
も
奈
良
太
郎
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
は
、

こ
れ
ら
を
例
と
し
て
挙
げ
る
だ
け
に
止
め
て
お
き
た
い
。

【
参
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献
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